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介護サービス見込み量ワークシート推計手順   

ステップ1被保険者及び事支壇・事介ヰ認定者数の推計  

被保険者数（40歳以上）の実績 ．ン  

ニニニニニニニニニごニニ1ごニニニニニニ＝ごごニニごご∵  

： 要支援■要介護認定者数の実績 J  
■■■ ■■ ■■■■ ■●■■■■■●●●●■■－■■● ■■●■●●■■ ■■●■■■ ●● ■■  

被保険者数の推計  

自然体の要支援・要介護認定者数を推計  

介護予防後の要支援・要介護認定者数を推計  
ステップ2 施股サービス・居住雇サービスの利用者の推計   

標準的居宅サービス等  
／標準的介護予防サービス等受給対象者数を推計   

○標準的サービス受給対■音数   
＝事支援・羊介護認定者数   
－（介饅保儀三施毅刑用音数＋地域密曽型介護老人福祉施職  

利用者数＋居住系サービス利用者数）  

※施設サービス利用者＝介護保険三施設及び地域密着型介護老人福祉施設利用者  

※居住系サービス利用者＝認知症高齢者グループホーム利用者及び特定施設利用者  

ステップ3 居宅サービス等供給暮尊の推什  

‥
‥
‥
＝
‥
●
‥
‥
＝
：
：
 
 付

 
 

給
 
 

標準的居宅サービス等・標準的介護予防サービス等受給者数を推計   

○サービス受給者数＝サービス受給対t音数×サービス受給辛  

各サービスの必要i（年間）を推計   

0各サービスの必手t（年Ⅶ）  

＝サービス受給者数×各サービスの利用串  

×各サービス別利用者1人あたり利用国数／日数  

×12月  

◆ヽ：基礎数値として都道府県  
……  ノ が用意するデータ  

第3期介護保険事業計  

画、過去の実績、政策的  

判断により、都道府県が  

見込む数値  

ステップ4 総給付費の推計  

総給付費の推計  
○総給付費＝施設サービス等の利用者数見込み×サービス利用1月あたり給付♯×12月  

＋居住系サービス利用者数見込み×サービス利用1月あたり給付額×12月＋  
＋各介雄予防サービス等／居宅サービス等の供給1見込み（年Ⅶ）×サービス利用1回／1日  

あたり給付額＋その他の給付t（居宅一義一理指事義、介1予防居宅♯暮一理指礪責、亀蠣支援事暮に係る★用書）  

※標準的居宅サービス等受給者数とは、居  
宅介護（予防）支援を受給する美人数をい  
う。  

ステップ5 保険財政一保険料の推計  

第1号被保険者の保険料額を推計  
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1．介護サービス見込み量ワークシートの概要   

1．1サービス利用者数の推計  

施言計居住系ワービス利用者  

‾ －・∴ －－－‾－  

要介護（支援）言票≡音数  

標準的居宅サービス等利用者とは、居宅介護（予防）支援を受けている利用者をいいま  

す。  

1．1．1要介護（支援）認定者数の推計  

（1）要介護（支援）認定者数の推計（自然体）  

第1号被保険者及び第2号被保険者のうち、地域支援事業の効果及び介護給付の効果   

を見込まない場合の要介護（支援）認定者数（自然体）を推計します。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、要介護（支援）認定者数（自然体）の推計イメー  
ジ  

平成1日年10月の要介護（支援）認定者敷（自然体）  

窮1号誠†呆降着  

要介講（支環）≡悪玉昔蔓文（平成18年10月）   
＋  言．票完：率の増加（減少）見込み〕  

＝（  

第1号被保険者赦（平成18年10月）  

× 第1号視保険者敷（各年度）  

菓2号禎†某陳者  

要介護（支環）喜票定着雛（平成18年10月）  
＋  認定率の増加（滅二まノ）見込み）   ＋（  

第2号視保険者敷（平成1日年10月）  

× 第2号視保険者数（各年度）  
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（2）要介護（支援）認定者数の推計（介護予防後）   

要介護（支援）認定者数（自然体）に、地域支援事業の効果及び予防給付の効果を見  

込んだ場合の要介護（支援）認定者数を推計します。  

（例）要介護（支援）認定者数（介護予防後）の推計イメージ  

各年度の要支揺・要介護1の言忍謹書敷（介護予防後）  

各年度の要支援・要介護1の己習定着敷（自然体）  

地域支捷事業の効果によって非該当にととまる見込みの人緻  

高齢者人口（前年度）×地域支精華薫の対象者割合見込み（前年度）   
＋前々年度までの地域支頂事業によって自立にとどまった人較  

× 地域支援事業の効果割合見込み（前年唐）  

予防給付の効果によって軍支捷・事介護1にとと－まる見込みの人数  

蓬  

髪  

尊   

前年度の要支援・要介護1の認定者敷（自然体）  

× 予防給付の効果割合見込み（前年度）  

各年度の要介護2～5の認定者敷（介護予防後）  

各年度の要介護2～5の認定者敷（自然体）  

予防給付の効果によって零主権・要介護1にととまる見込みの人軌  

前年度の要支援・要介護1の吉票琵■音数（自然体）  

× 予P方給付の効果割合見込み〔前年唐）  
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1．1．2施設・居住系サービス利用者数の推計   

平成‘18～26年度に施設・居住系サービスを利用する人数を推計します。  

（例）施設・居住系サービス利用者数を推計するイメージ  

施設・居住系サ¶ビス利用者  

要介護（支援〕孟習：定着敷  
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1．1．3標準的居宅サービス等受給対象者数の推計  

要介護（支援）認定者数から施設一居住系サービス利用数を除いて、標準的居宅サー   

ビス等受給対象者数を推計します。  

（例）標準的居宅サービス等受給対象者数を推計するイメージ  

信
革
的
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
 
 

受
精
封
毀
ホ
粕
 
 

※標準的居宅サービス等利用者とは、居宅介講（予防）支揺を受けている利用者をいいます。  

各年度の要支援・事介護1～5の標準的居宅サービス等受給対象者故  

各年度の要支捕・要介讃1～5喜召還者紋（介讃予防穣）  

各年度の要介護1～5の介護保険施富農サービス利用者数  

各年度の要介讃l～5の地域密着型介讃老人福祉施設入所者生活介讃サービス利用者紋  

各年度の要支援・要介護1～5の認知症対応型共同生活介護利用者数  

各年度の要支援・要介護1～5の特定施設入居者生活介護利用者数  
（介護専用型特定施設＋介護専用型以外の特定施設）  

各年度の要介護1～5の地域密着型特定施設入居者生活介護利用者数  
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1．1．4標準的居宅サービス等受給者数の推計  

平成18年度～23年度に標準的居宅サービス等を受給する要介護（支援）認定者数を   

推計します。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等受給者数を推計するイメー  
ジ  

信
幸
的
屑
篭
サ
ー
ヒ
ス
等
受
給
零
敗
 
 

旗
 
 

．
 
 
 
 
－
 
 
 
 
L
．
、
「
ノ
 
 

①第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス等受   

給対象者数に対する標準的居宅サービス等受給者数の割合を設定します。  

平成18年川月の要支頂・要介讃1～5の標準的居宅サービス等受給率  

平成18年10月の要支援・要介護1～5の標準的居宅ワービス等受給者数  

平成18年10月の標準併】居宅ワトービス等受給対象者敷  

～5の認定者敷  

平成18年10月の要支頂・要介講1～5の  

施喜畏・居住系サービス利用者紋  

②各年度の標準的居宅サービス等受給者数を推計します。  

各年度の要支援・要介護1～5の標準的居宅サービス等利用者数   

ゴ憶準的居宅サービス等受給者数  

各年度の要支頂・要介讃1～5の標準的居宅サービス等受給対象者雛  

〉〈≡（ H18年10月の要封卦要介護1～5の標準的居宅サービス等受給率＋受給率の増加（減少）見込み  卜  

－101－   



1．2標準的居宅サービス等の必要量の推計  

標準的居宅サービス等受給者数に、サービス別利用率、サービス別利用者1人あたり   

利用回数・目数等、12（月）を乗じて、標準的居宅サービス等の各年度に必要な量を推   

計します。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等の必要量を推計するイメー  
ジ  

サービス別要支援・要介護1～5の標準的居宅サービス等の必要量（年間）  

各年度の要支頂・要介護1～5の標準的居宅サービス等受給者勤  

l  

l  

1  

1  

1  

1  

1 ×  
l  

l  

各サービス別利用率   

H18年10月の要支嬬・要介云釘～5のサービス別利用者敷  
サービス別利用率の増加  

（減少）見込み   
しHl時10月の亭主揺・専介謝～5の標準的居宅サ」ビス等受給者数  

各サービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

「 H18年10月の要支揺・要介講1～5のサービス別利用回数・日紋等  サービス別利用者1人あたり  

＋ 利用回数・日数等の増加  
（減少）見込み  H18年10月の要支積・事介讃1～5のサービス別利用者数  

：× 12 （月）  
1   

1．3標準的居宅サービス等の供給量の推計  

必要量を基に地域の実情に応じて供給  
量を設定してくたさい。   

各年度の要支積・要介護1～5の  
標準的居宅サービス等の供給量  
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1．4総給付真の推計  

（例）平成18年10月の実績を用いた、施設サービス■居住系サービスの総給付費の推計  
イメージ  

施設ワービス・居住系ワービス経絡何重  

各年度の施設・居住系ワービス利用者数  

（平成18～23年唐）  

平成18年1口月各随喜莫・居イ主系サービスの給付費  

平成18年10月各地喜針居住系サービスの利用者蔓史  

（例）平成18年10月の実績を用いた、居宅サービス・地域密着型サービスの総給付費の  
推計イメージ  

居宅ワービス・地域密着型ワービス総給付妻  

平成18年10月  
各居宅・地域密着型サービスの給付費  各年度の居宅・地域密着型ワービス供給量  

（平成柑～23年度）  
平成18年10月  

各居宅・地域密着型サービスの利用回雛・日数  

（例）平成18年10月の実績を用いた、介護予防サービス・地域密着型介護予防サービス  

の総給付費の推計イメージ  

介護予防ワービス・地域密着型介護予防ワービス紘給付妻  

平成18年10月  
各介護予防・地域密墓聖介讃千防サービスの指付糞  各年度の介諸子β貞・地域空着型介讃予防サービス供給量  

（平成柑・～23年度）  

平成用年＝〕月  

各介護予防・地域密着型介護子防サービスの利用国救・目数  
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2．介護サービス見込み量ワークシートの基本的考え方  

2．1被保険者数及び要介護（支援）認定者数の将来推計   

2．1．1推計の手順  

（1）被保険者数の将来推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の実績を基に、平成26年度（第5期介護   

保険事業計画の最終年度）までの各年度の性・年齢階級別被保険者数を推計してくだ  

さい。  

（2）要介護度別・性・年齢階級別認定率の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の実績を基に、要介護（支援）度別・性・   

年齢階級別認定率を推計してください。  

推計にあたっては、医療保険適用の療養病床に入院している患者であって、要介護   

認定を受けていない患者が、療養病床の転換に伴って要介護認定を受ける可能性を考   

慮してください。  

（3）自然体における要介護度別・年齢階級別認定者数の将来推計  

（1）で推計した性・年齢階級別被保険者数に、（2）で推計した要介護（支援）度別・   

性・年齢階級別認定率を乗じて、自然体における要介護（支援）度別・年齢階級別認   

定者数を推計します。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、要介護（支援）認定者数（自然体）の推計イメー  
ジ  

平成柑年川月の要介護（支援）認定者赦（自然体）  

菓1号被†呆陳巻  

雲介讃（支撲）…霊芝巷談（平成18年10月〉   
＋  吉．習定率の増加（減少）見込み1  ＝・［  

第1号被保険者敷（平成18年10月）  

× 第1号視保険者敷（各年度）  

菓2号禎†呆陳着  

筆介喜隻（支積）喜怒定着散（平成1日年10月〉  
＋（  ＋  認定率の増加（減少）見込み ユ  

第2号被保険者敷（平成18年10月）  

× 第2号被保険者敷（各年度）  

（4）介護予防の実施を踏まえた認定者数の推計  

第3期介護保険事業計画における地域支援事業の効果及び予防給付の効果を基に、   

介護予防の実施を踏まえた要介護（支援）認定者数を推計してください。  
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参考：介護予防の実施（参酌標準）  

（1）地域支援事業の実施  

ア 実施対象者  

要支援・要介護状態に陥るおそれのある者（平成20年度以降に高齢者人口の5％（平成18年度・平  

成19年度については、おおむねその8割～9割）に前年度の当該事業の実施により自立にとどまる者  

を加えた人数）を対象として地域支援事業を実施。  

イ 実施効果  

平成20年度実施分以降は、地域支援事業を実施した高齢者の20％（平成18年度実施分については   

12％、平成19年度実施分については16％）を標準として、要支援・要介護状態となることを防止。  

（2）予防給付の実施  

ア 実施対象者  

要支援認定者を対象として、予防給付を実施。  

イ 実施効果  

平成20年度実施分以降は、要支援1・2、要介護1の人数の10％（平成18年度実施分については6％、  

平成19年度実施分については8％）を標準として、要介護2以上 への移行（悪化）を防止。  

※ 地域包括支援センターの設置の延期を行っている場合は設置予定の時期に応じて上記割合を設定して  

ください。  
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2．2介護給付に係るサービスの利用者数及びサービス見込み量の推計  

2．2．1施設・介護専用居住系サービス利用者数の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、施設・介護専用居住   

系サーービスを利用する人数を要介護度別に推計してください。  

施設・居1主系サ輝ビス利用者  

要介護吉票定着敷   

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、介護保険施設、地域  

密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、認知症対応型共同生活介護、介護専用型特  

定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、介護専用型以外の特定  

施設入居者生活介護の利用者数を推計してください。   

なお、療養病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について  

見込んでください。   

また、障害福祉計画で予定されている退院可能精神障害者のうち、介護保険サービ  

スを利用する者を見込んでください。  

参考：第3期介護保険事業計画における施設・介護専用居住系サービスの目標値の設定（参酌標準）  

（1）施設・介護専用居住系サービス利用者の設定  

平成26年度における要介護2以上の認定者数に対して、平成26年度における介護保険施設、地域  

密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、認知症対応型共同生活介護、介護専用型特定施設入居者生活  

介護、地域密着型特定施設入居者生活介護の利用者数の合計の割合が37％以下となる目標値を設定し  

ます。ただし、医療療養病床からの転換分は除きます。  

（2）介護保険施設及び地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の要介護4及び5の利用者の設定  

平成26年度の介護保険施設及び地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の利用者総数に対する   

要介護4及び5の者の割合が70％以上となる目標値を設定します。  
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2．2．2標準的居宅サービス等受給対象者数の推計  

要介護認定者数から施設・居住系サービス利用者数を除いて、標準的居宅サービス   

等受給対象者数を要介護度別に推計してください。  

標
準
的
居
宅
サ
ー
ピ
〓
ス
等
 
 

受
給
対
象
覇
緻
 
 

※標準的居宅サービス等利用者とは、居宅介講（予防）支揺を受けている利用者をいいます。  

標準的居宅サービス等受給対象者触  

各年度の要介護1～5吉票富者敷（介護予防後）  

各年度の要介護1～5の介護保険施設サービス利用者数  

各年度の要介繕ぃ）5の地域密着型介讃老人福祉施喜貴入所者生活介講サービス利用者数  

各年度の要介護1～5の認知症対応型共同生活介護利用者数  

各年度の要介護1～5の特定施設入居者生活介護利用者数  
（介護等用聖特定施設＋介護専用型以外の特定施設）  

各年度の要介護1～5の地域密着型特定施設入居者生活介護利用者数  

（1）標準的居宅サービス等受給対象者数  

施設・居住系サービスを利用しない要介護認定者数をいいます。  

（2）標準的居宅サービス等受給対象者数の推計  

2．1で推計した各年度の要介護認定者数（介護予防後）から要介護度別に、2．2．1で   

推計した介護保険施設サービス利用者数、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介   

護利用者数、認知症対応型共同生活介護利用者数、特定施設入居者生活介護利用者数   

及び地域密着型特定施設入居者生活介護利用者数を減じて得た人数を、各年度の要介   

護度別の標準的居宅サービス等受給対象者数として推計します。  
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2．2．3標準的居宅サービス等受給者数の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等を受給する要介護認定者数を要介護度別に推計してください。  

標
準
的
屑
宅
サ
ー
ヒ
ス
等
受
給
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軌
 
 

（1）標準的居宅サービス等受給者数  

居宅介護支援を受給する美人数をいいます。   

（2）標準的居宅サービス等受給率  

2．2．2で推計した標準的居宅サービス等受給対象者数に対する標準的居宅サービス等   

受給者数の割合をいいます。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等受給率の設定イメージ  

平成18年川月の要介講1～5の標準的居宅サービス等受給率  

平成1日年10月の要介護1～5の標準的居宅ワービス等受指音数  

平成18年10月の漂彗的居宅サービス等受給対屡音数  

平成18年10月の  

肇介護1へ・5の喜悪道音数  

平成18年10月の  

専介許1～5の施喜計居ほ黒サービス利用者敷  
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（3）標準的居宅サービス等受給者数の推計   

①標準的居宅サービス等受給率の設定  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等受給率を設定してください。  

地域密着型サービスの増加による新たなサービス利用を見込むとともに、療養病床   

の入院患者が退院した場合の新たなサービス利用を見込んで設定してください。  

②標準的居宅サービス等受給者数の推計   

①で設定した標準的居宅サービス等受給率を2．2．2で推計した各年度の標準的居宅  

サービス等受給対象者数に乗じて得た人数を、各年度の標準的居宅サービス等利用者  

数として推計してください。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等受給者数の推計イメージ  

各年度の要介讃1～5の標準的居宅サービス等利用者数   

二標準的居宅サービス等受給者数  

各年度の要介讃1へ・5の標準的居宅サービス等受給対象者歎  

×至（   H18年10月の要介甜～5の標準的居宅サービス等受給率＋受給率の増加く減少）見込み   ）室  
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2．2．4サービス別標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の必要量（年間）を要介護度別・サービス別に推計してください。  

（1）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等  

ア サービス別利用率   

標準的居宅サービス等受給者が特定の種類のサービスを利用する割合をいいます。  

イ サービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

特定の種類のサービスの1か月あたりの利用回数・日数等を1か月あたりのサービ   

ス別利用者数で除して得た利用回数・目数等をいいます。  

（2）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等を設定する際の  

留意点  

介護サービスの中の医療系サービス（訪問看護、居宅療養管理指導、訪問リハビリ   

テーション 、適所リハビリテーション、短期入所療養介護）については、現状の給付   

実績から必要な量を見込んでください。また、療養病床の入院者のうち、療養病床再   

編成に伴って自宅等へ戻ることにより、介護保険の医療サービスを利用する分を見込   

んでください。   

地域密着型サービスについては、直近の給付実績だけでなく、各地域の政策的方向   

性も勘案して設定してください。  

（3）標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計   

①サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数■日数等の設定  

サーゼス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・目数等は、平成18年  

10月の実績を参考として設定します。  

②サービスの必要量（年間）の推計   

2．2月で推計した標準的居宅サービス等受給者数に、①で算出したサービス別利用率  

及びサービス別利用者1人あたり利用回数を乗じて得たものを1か月あたりの標準的  

居宅サービス等の必要量として、12（月）を乗じて各年度に必要な量を推計します。  
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（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計イ  
メージ  

ワービス別要介護1～5の標準的居宅ワービス等の必要量（年間）  

各年度の要介護1～5の標準的居宅サービス等受給者数  

名・サービス別利用率   

H18年10月の要介讃1～5のサービス別利用者敷  ヽ  
サービス別利用率の増加  

（減少）見込み   
Hl時1口月の要介護1～5の標準的居宅サービス等受給者紋 ノ  

各サービス忘l脚l用者1人あた軒別用l司致・日数等   

r H18年10月の要介讃1～5のサービス別利用回敬・日掛等 「  ワービス別利用者1人あたリ  
1  

1  

1 ×  
l  

1
し
－
ノ
 
 

＋  利用回数・日数等の増加  

（減少）見込み  L H18年10月の事介紺～5のサービス糾利用者敷  ノ  

× 12 （月）  

l  ■＿■■－■－■■■l■■■－t■■■■■■■■■－・・・■－・・・－■■■・■■■－－－－■・・－・・・・－－－－－■■－■－・－－■■●■・■－■■l■■■■■一－■－■■■■l■■－■■■■■■■■■■■■■■■■－■■－■■  

2．2．5標準的居宅サービス等の供給量（年間）の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の供給量（年間）を要介護度別・サービス別に推計してください。  

2．2で見込まれる必要量に地域のサービス基盤等を勘案し、地域の実情に応じてサー  

ビス見込み量（供給量）を定めてください。  

一112－   



2．3予防給付に係るサービスの利用者数及びサービス見込み量の推計  

2．3．1居住系サービス利用者数の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、居住系サービスを利   

用する人数を要支援度別に推計してください。  

居住系サ職ビス利用者   

l－  r一‥’ 「  

㌔、＼・ヽ′√  

要支援詑迂音数   

また、療養病床から介護予防認知症対応型共同生活介護及び介護予防特定施設入居  

者生活介護への転換の影響による利用者数の増加について見込んでください。  
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2．3．2標準的介護予防サービス等受給対象者数の推計  

要支援認定者数から居住系サービス利用者数を除いて、標準的介護予防サービス等  

受給対象者数を要支援度別に推計してください。  

※捜…竺餌】介護予防サービス等利用者  

要支横言．習憲を受けたか、ワービスを利用しない者  

信
奉
的
介
海
手
防
サ
ー
ビ
ス
等
 
 

受
給
封
最
前
紋
 
 

※標準的介講予防サービス等利用者とは、居宅介讃（予防）支環を受けている利用者をし1います。  

標準的介護予防サービス等受給対象者敵  

各年度の要支揺1■要支環2の認定者削（介讃予防後）  

各年度の要支援l・要支積2の介護予防吉．習知症対応型生活介護利用者数  

各年度の要支揺1・要支援2の介護予防特定施設入居者生活介護利用者数  

（1）標準的介護予防サービス等受給対象者敷  

居住系サービスを利用しない要支援認定者数をいいます。  

（2）標準的介護予防サービス等受給対象者数の推計  

2．1で推計した各年度の要支援認定者数（介護予防後）から要支援度別に、2．3．1で   

推計した介護予防認知症対応型共同生活介護利用者数及び介護予防特定施設入居者生   

活介護利用者数を減じて得た人数を、各年度の要支援度別の標準的介護予防サービス   

等受給対象者数として推計します。  
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2．3．3標準的介護予防サービス等受給者数の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー  

ビス等を受給する要支援認定者数を要支援度別に推計してください。  

介  
介  

講  

者托 生予  

活防  ※標準的介護予防り・－ビュ等利用者  

介持  

誇定  

利施  

共  
居  

要支接認定を受けたが、サービスを利用しない者   
同  

㌦
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準
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受
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敗
 
 

（1）標準的介護予防サービス等受給者数  

介護予防支援を受給する実人数をいいます。  

（2）標準的介護予防サービス等受給者率  

2．3．2で推計した標準的介護予防サービス等受給対象者数に対する標準的介護予防サ   

ービス等受給者数の割合をいいます。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等受給率の設定イメージ  

平成1日年川月の要圭嬬1・要支措2の標準的介誠子防サービス等受給率  

平成1日年10月の要支措1・要支積2の標準的介讃予日馬サービス等受給者紋  

平成18年10月の琵準的介護予防サービス等受拓対象者敷  

√平成柑年1〔l月の  

要支環1・要支措2の喜空走者雛  
＼  

平成18年度の  

‾ 要圭頒1・要支頂2の居住黒サ・－ビス利用者紋  

（3）標準的介護予防サービス等受給者数の推計   

①標準的介護予防サービス等受給率の設定  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー   

ビス等受給率を設定してください。  

地域密着型サービスの利用の増加による新たなサービス利用を見込んで設定してく   

ださい。  
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②標準的介護予防サービス等受給者数の推計   

①で設定した標準的居宅サービス等受給率を2．3．2で推計した各年度の標準的介護  

予防サービス等受給対象者数に乗じて得た人数を、各年度の標準的介護予防サービス  

等受給者数として推計してください。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等受給者数の推計イメー   
ジ  

各年度の要真横l・要支持2の標準的介講予βカサービス等利用者覿   

告捺準的介護予防サービス等受給者数  

各年度の要支頂1・要支標2の標準的介講予防サービス等受給珂孟者紋  

（ Hl時10月の要支措1・要支措2の標準的介讃予防サービス等受給率＋受給率の増加（減少）見込み ＝  
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2．3．4サービス別標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー   

ビス等の必要量（年間）を要支援度別・サービス別に推計してください。  

（1）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

ア サービス別利用率  

標準的介護予防サービス等受給者が特定の種類のサービスを利用する割合をいいま   

す。  

イ サービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

特定の種類のサービスの1か月あたりの利用回数・日数等を1か月あたりのサービ  

ス別利用者数で除して得た利用回数・目数等をいいます。  

（2）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・日数等を設定する際の留意  

点  

介護予防サービスの中の医療系サービス（介護予防訪問看護、介護予防居宅療養管   

理指導、介護予防訪問リハビリテーション、介護予防適所リハビリテーション、介護   

予防短期入所療養介護）については、現状の給付実績から必要な量を見込んでくださ   

い。また、療養病床の入院者のうち、療養病床再編成に伴って自宅等へ戻ることによ   

り、介護保険の医療サービスを利用する分を見込んでください。  

地域密着型介護予防サービスについては、平成18年10月及び直近月の実績だけで   

なく、各地域の政策的方向性も勘案して設定してください。  

（3）標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推計  

（Dサービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・日数等の設定  

サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・目数等は、平成18年10   

月の実績を参考として設定します。  

②サービスの必要量（年間）の推計   

2．3．3で推計した標準的介護予防サービス等受給者数に、①で算出したサービス別利  

用率及びサービス別利用者1人あたりの利用回数を乗じて得たものを1か月あたりの  

標準的介護予防サービス等の必要量として、12（月）を乗じて各年度に必要な量を推  

計します。  
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（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推  
計イメージ  

ワービス別要支援l・要支援2の標準的介護予防サービス等の必要量（年間）  

各年度の要支援1・要支援2の標準的介護予防ワービス等受給者数  

■－－－－－－■■■－■・－一一－■■■－■■■■－－－－■■－■■■■■－■一■■■■■■■－－■■■■■■－－－■－－■■■■■tt一■t■■■  

l  

各サービス別利用牢   

H18年10月の要支播い要支揺2のサービス別利用者数   「   i
 
 

X
 
 

r
i
 
 

ワービス別利用率の増加  

（減少）見込み  
月
 
 
 

∩
〉
 
 

∧
○
 
 

レ
 
 

の要支揺1・蔓支揺2の‡莞準的介護予防サーピ  

各サービス別利用者1人あたり利用回数・日数害   

r H18年川月の要支揺1・要支捕2のサーヒス別利用国針目数等 ヽ  ワービス別利用者1人あたリ  
l  

】  

l x l  
ヽ
し
・
－
ノ
 
 

＋  利用回数・日数等の増加  

（減少）見込み   H用年度の貢支撞い要支揺2のサーヒス別利用者数  ノ  

× 12 （月）  

2．3．5標準的介護予防サービス等の供給量（年間）の推計  

平成18～20年度は、第3期介護保険事業計画の計画値及び給付実績を基に、標準的   

介護予防サービス等の供給量（年間）を要支援度別・サービス別に推計してください。  

2．2で見込まれる必要量に、地域のサービス基盤等を勘案して、介護予防の推進の観   

点から、サービス見込み量（供給量）を定めてください。  
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2．4総給付真の推計  

平成18～23年度における総給付費をサービス別に推計します。  

（1）施設サービス・居住系サービスの総給付糞  

（例）平成18年10月の実績を用いた、施設サービス・居住系サービスの総給付真の推計   

イメージ  

施設ワービス・居住系ワービス絵絹付妻  

平成18年10月各施喜針居住糸サービスの給付費  各年唐の施設・居住系ワービス利用者数  

（平成18～23年唐）  

平成18年10月各施喜針居住糸サービスの利用者数  

（2）居宅サービス・地域密着型サービスの総給付費  

（例）平成18年10月の実績を用いた、居宅サービス・地域密着型サービスの総給付費の   

推計イメージ  

居宅ワービス・地域密着型ワービス総給付真  

平成18年10月  
各居宅・地域空着型サービスの給付費  各年度の居宅・地域密着型ワービス供給量  

（平成柑～23年唐）  
平成18年10月  

各居宅・地域空書聖サービスの利用回露文・日露女  

（3）介護予防サービス・地域密着型介護予防サービスの総給付費  

（例）平成18年10月の実績を用いた、介護予防サービス・地域密着型介護予防サービス   

の総給付真の推計イメージ  

介護予I坊サービス・地域密着型介護予防ワービス紘給付費  

平丘618年10月  

各介護予防・地域密着型介護予防サーヒス¢）紹何畳  各年度の介讃予β男・地域密着型介諸子防サービス供給量  
（平成柑～23年度〉  

平成用年10月  

竜一介讃予防・地域密着型介護予防サーヒスの利用回教・目数  

○特定福祉用具販売費、住宅改修費、居宅療養管理指導費、特定介護予防福祉用具販売費、小規模  

多機能型居宅介護費、介護予防住宅改修費、介護予防居宅療養管理指導費、介護予防小規模多機能  

型居宅介護費等については別途見込んでください。  
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3．介護サービス見込み量ワークシートの入力手順  

シートは大きく分けて、①入力部分（実績整理シート）と②推計部分（推計値入力   

シート）の2つから構成されています。  

①入力部分（実績整理シート）   

「し1」「1＿2」「1＿3・5」「1＿6＿①」「1＿6＿②」「1＿6＿③」の6枚のシートから構成され  

ています。都道府県における平成18年10月及び直近月の各項目の実績を、シートの  

色塗り部分（青い部分）に入力してください。色塗りでない部分（白い部分）には、  

入力データを基に自動計算された数値が表示されます。   

入力する項目は、「1．1被保険者数の実績」「1．2要介護（支援）認定者数の実績」「1．3  

施設・居住系サービス利用者数の実績」「1．5標準的居宅サービス等受給者数の実績」「1．6  

介護給付・予防給付の実績①サービス利用者数」「1．6介護給付・予防給付の実績②回  

数・日数等」「1．6介護給付・予防給付の実績③給付費」です。  

②推計部分（推計値入力シート）   

「2＿1」「2＿2＿1①」「2－2＿1②」「2＿2＿2①」「2＿2＿2②」「2＿2＿2③」「2＿3」「2」4」「2＿5・7」  

「2＿8介護」「2＿8予防」「2＿9＿1」「2＿9＿2」「2＿10」「2＿11」の15枚のシートから構成  

されています。都道府県の各項目の実情に応じた見込み量を、シートの色塗り部分（青  

い部分）に入力してください。色塗りでない部分（白い部分）には、入力データを基  

に自動計算された数値が表示されます。   

入力する項目は、「2．1被保険者数の推計」「2．2．1要介護（支援）認定率の推計（自  

然体）①男性」「2．2．1要介護（支援）認定率の推計（自然体）②女性」「2．3要介護（支  

援）認定者数の推計（介護予防後）①介護予防の実施」「2．3要介護（支援）認定者数  

の推計（介護予防後）②要介護（支援）認定者数」「2．4施設・居住系サービス利用者  

数の将来推計①施設・介護専用居住系サービス」「2．4施設・居住系サービス利用者数  

の将来推計②介護専用以外の居住系サービス」「2．6標準的居宅サービス等／標準的介護  

予防サービス等受給率の推計」「2．8必要サービス量の推計」「2．9サービス供給量・給  

付費の推計」「2．10標準的居宅サービス等／施設サービス量・給付費の推計」「2．11標準  

的介護予防サービス等サービス量・給付費の推計」です。  
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3．1実績整理シート（入力部分）   

3．1．1被保険者数の実績（「1＿1」シート）  

都道府県における平成18年10月及び直近月の被保険者数の実績を性・年齢階級別   

に入力してください。性別の被保険者数を把握できていない場合には男性又は女性の  

どちらかに男女の合計数を入力してください。   

一‾…‾‾‾…‾‾●……‾‾‾‾‾……●●……‾‖……‾……‾‾‾‾‾‾ 
′ 
∫ 

、 

l   

：被保険者数については、「第3期介護保険事業計画の計酎直（様式1）」の平成18；   

ト26年度の数値をそのまま用いることが可能です。都道府県で「第3期介護保…  

l ：険事業計画の計画値（様式1）」とは別に実績がある場合は、新たにその数値を  
l、入力して下さい。  ′  

哩I洲掲㊥ ■緻咽∵儀売切トⅥ入申 暮式Ⅶlウール¢ データ㊥ ウイン門触 ヘルプ咄  

さ＿iゴ．■＿i 阜モ∴リム 
Q33    ▼   声  

■、【’  ，＿ ■ x  

≡MSPコシック   ，11  ｝ －rll■事零磨響％  て遥ぷi■す＝」・欄  

長
ぃ
長
ぃ
最
…
吊
．
吊
 
 

BIC D  E  

／男綴碧留シート  

J  K  L  冊 NJ O  

≡○平成18年10月及び正近月の袖保険者赦の乗積を年齢階級別lこ人力してください。  

1・1補保障者鮒r・享絹 → rA ■位・人数   
平成18年10月    計  要支附帯l要支線2l要介掛l要介繕2l宇介繕3l要介譜4l要介捲5  
第1号被保険者  0   

65～69歳  

了r〕～了4読  

75～79旅  

■  ＿l■  

85應以上  
書く色塗りした部分に、都道府県における平成  

2号裸保険者  
4〔J～64歳）  18年10月及び直近月の被保険者数の実績を、  

性一年齢階級別に入力してください。   

7」つ～了4歳  

性別に把握できていない場合は、男女どちらか  

75～了9被  

女   
セルに、男女の合計数を入力してください。  

85歳以上  
／ 

（射ン〉64歳）  

鑑穀  
第1号複保険者  

65～69娠   

7〔）”了4歳   

75～了9競   

80〈ノ84歳   

85歳以上   

′ノノ 

2号被保板書  

0  

0  

0  

′   

第2号被保険者  
（40～64歳）  

0  

1ノ2＿9ヱノ2」0／2＿11／保険事斗シート用」lく  〉  

1
4
 
ほ
 
1
6
＝
1
8
 
柑
 
些
 
2
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…
些
椚
竺
 
封
∴
 
箪
 
2
6
 

図1：被保険者数の実績  
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3．1．2要介護（支援）認定者数の実績（「1＿2」シート）  

都道府県における平成18年10月及び直近月の要介護（支援）認定者数の実績を要   

介護度・性・年齢階級別に入力してください。性別の要介護（支援）認定者数を把握   

できていない場合には男性又は女性のどちらかに男女の合計数を入力してください。  

′－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－●■■・■－－－－－■■－●●●－－－■－■●●●●－－■■■■■■■一■■－■－■■■■■■－－■●－■‾‾－■■■■一●‾‾、 

′ ヽ   

ぎ＜数値の入力について＞  

：要介護（支援）認定者数については、「介護保険事業状況報告 月報（第2表）」：  
：の要介護度・年齢階級別要介護（支援）認定者数を転記することが可能です。 
l  l  

l  ′  
ヽ            －●■■■●●一■■●●●■●－－■■一■●●一－－－－●■■■■－－－－－■■●一一－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－一一一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－－■■  

貰問キ1「▼ ■    ● ＿■ X  

3  

l  

5  平成18年10月  計  要支援1等  要支械2  要介占蔓1   要介護2  要介護3  要介譲4  要介護5  

6  第1号確保快音  0   0   0  0   0   0   0  

7  65～69競   0  

8  70←／74競   0  一■  
9  0  

10   80～84競   0  

85歳以上   0  

12  第2号複保険者  0  

13  総数  0   0   0  0   0   0   0  

1ヰ  幕1号被保険者  0   0   0  0   0   0   0  

15  

16  了0～74歳   0  

17  0  

18  80～糾應   0  

19  85歳以上   0  

20  第2号硬保険者  0  

2†  総数  0   0   0  

第1号被保険者  0   0   

く色塗りした部分に、都道府県における平成18  

0  

0  

年  

0  

0  実  

性  

、男女の合計数を入力してください。  

コマンド  MUM   

図2：要介護（支援）認定者数の実績  
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（参考）要介護（支援）認定率の推移（「1＿2」シート）  

3．1．2で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の要介護（支援）認定率を要   

介護（支援）度・性・年齢階級別に表示しています。  
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70～74競  

、平成18年10月及び  
女   一■‾  

80～糾歳  

直近月の要介護（支援）認定率を要介護（支援）  

性・年齢階級別に表示しています。  

65～69虎  

了0（ノブ4競  

鎚  
歎   

総数  

1
1
1
1
」
 

」
 

↓
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／保険棺シ」、用」lく  〉l  
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図3：要介護（支援）認定率の推移  
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3．1．3施設一居住系サービス利用者数の実績（「し3－5」シート）  

都道府県における平成18年10月及び直近月の施設・居住系サービス利用者数の実   

績を要介護（支援）度別に入力してください。ここでいう施設・ 居住系サービス利用   

者数は、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、特定施設入居   

者生活介護（介護専用型・介護専用型以外）、認知症対応型共同生活介護、地域密着型   

特定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護予防特   

定施設入居者生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護を利用している者をいい  

ます。   
′－■■一－－●●●●●■■－■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■■●■■■■■●－■●●●■－●■■－■■－一－－■－●■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■  

′  

ご ＜数値の入力について＞ l  

l ：施設・居住系サービス利用者数については、「第3期介護保険事業計画の計画値  

：（様式3）」の数値を基に直近のデータを踏まえ数値を入力して下さい。  
l  

ヽ   
、 －－－－－－－－－－■－－■●■■■■■■■－－■■■■■●■■■■■－●●■－●■■■■■■■■l■■■●■■●－■■■■－■■■■■■■■■■－■■■■■ ■一■－●●■■■－■■一   

ヽ   
t   

l   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

′  

3．1．4標準的居宅サービス等受給対象者数の実績（「し3－5」シート）  

3．1．2及び3．1．3で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の標準居宅サービ   

ス等受給対象者数の実績を要介護（支援）度別に表示しています。ここでいう標準的   

居宅サービス等受給対象者数とは、施設・居住系サービスを利用しない要介護（支援）   

認定者数をいいます。  

3．1．5標準的居宅サービス等受給者数の実績（「し3－5」シート）  

都道府県における平成18年10月及び直近月の標準的居宅サービス等受給者数の実  

績を要介護（支援）度別に入力してください。ここでいう標準的居宅サービス等受給  

者とは、居宅介護（予防）支援の受給者をいいます。  

■■－●●－●●－－－－－●●●－■■■■■■－－●■■■■一■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■－●●■－－●－－●●■－－一■■●●●■－■■■■■一■■－－●－■■■一■－－－ 
′ 

r＜数値の入力について＞  
I 

1  

：標準的居宅サービス等受給者数については、「介護保険事業状況報告 月報（第3：  

；表）」の要介護度・年齢階級別居宅（介護予防）サービス受給者数を転記するこ 室  

：、とが可能です。  
ヽ                                                                                                                                            ′         、－－一一■■■■■■■■■■■一■■■●●●－一一－－●－1■■■■■－－－●－●■■●■■一■■■■－■■■－■■■－■－■■一－■●●●■■■一●■●●●●■一一－●●－一一■■   

（参考）標準的居宅サービス等受給率の推移（「1＿3－5」シート）  

3．1．4及び3．1．5で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の標準的居宅サー   

ビス等受給率を要介護（支援）度別に表示しています。ここでいう標準的居宅サービ   

ス等受給率とは、標準的居宅サービス等受給対象者数に対する標準的居宅サービス等   

受給者数の割合をいいます。  
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平成18年10月  0  

正近月  0   

：0平月用軒0月及び正道月の■推的書毛サーヒス攣更は■歎について、募介撫（文書）■劇に入力してくた乱l。  
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図4：施設・居住系サービス利用者数の実績／標準居宅サービス等受給対象者数の実績   

／標準的居宅サービス等受給者数の実績／標準的居宅サービス等受給率の推移  
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3・1・6介護給付・予防給付の実績（「1＿6＿①」「1＿6＿②」「1＿6＿③」シート）  

都道府県における平成18年10月及び直近月の①サービス利用者数②回数・目数③   

給付費の実績を要介護（支援）度別に入力してください。  
一一－■■■●●－－一一■■■■●●■■－一一－－●－－－－－－－－－－－－－－－－一一－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－ 

′  

／′‘＜数値の入力について＞  
ヽ  ヽ  
ヽ  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

t  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

J  

′  
′   ′  

①サービス利用者数は、「介護給付費実態調査 月報（閲覧表第1表及び第2  

表）」の要介護度別・サービス種類別の受給者数を転記することが可能です。  

②回数・目数は、「介護給付費実態調査 月報（閲覧表第6表及び第7表）」の  

要介護度別・サービス種類別の回数・目数を転記することが可能です。  

③給付費は、「介護給付費実態調査 月報（閲覧表第1表及び第2表）」の要介  

； 護度別・サービス種類別の費用額を転記することが可能です。  
l  

l   ヽ  ヽ  

（参考）サービス別利用率（施設・居住系サービスを除く。）（「1＿6＿①」シート）  

3．1．6で入力した数値から、平成18年10月及び直近月のサービス別利用率（施設・   

居住系サービスを除く。）を要介護（支援）度別に表示しています。  

（参考）サービス別利用者1人あたり利用回数・日数（「1＿6＿②」シート）  

3．1．6で入力した数値から、平成18年10月及び直近月のサービス別利用者1人あた   

り利用回数・目数を要介護（支援）度別に表示しています。  

（参考）サービス1回／1日／1人あたり給付費（「1＿6＿③」シート）  

3．1．6で入力した数値から、平成18年10月及び直近月のサービス1回／1日／1人あ   

たり給付費を要介護（支援）度別に表示しています。  
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Jユ」  
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る平成18年10月及び直近月の介護給  

u ヌ！」  

2！」  
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0   0   0  
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図5：介護給付・予防給付の実績  
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3．2推計値入力シート（推計部分）  

3・2・1被保険者数の推計（「2＿1」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月の被保険者数   

の実績を性・年齢階級別に表示しています。第3期介護保険事業計画の計画値及び直   

近の実績を基に、都道府県における平成19～26年度の被保険者数（各年度の10月1日   

時点の数値）を推計し、性・年齢階級別に入力してください。性別の被保険者数が推計   

できない場合には男性又は女性のどちらかに男女の合計数を入力してください。  
′…‾…‾‾‾‾‾…‾…‾‾‾……‾‖‾‾‾‾…‾…‾………‖‾…‾‾ 
′ 

、  

r 

1 卓．．‖‥．＜．＿、い，    ．「．＿．＿ ．．．＿．＿‥．＿．．‥．．． 、．． 、         ： ：被保険者数については、「第3期介護保険事業計画の計画値（様式1）」の数値を： †                                                      ‥   ’    ‾   一’■■  ‾ i  
；基に直近のデータを踏まえ入力して下さい。  
l  

l   ヽ   ヽ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一一■■■－■●●■●■■■■■■■■■－●●一   

1   

1   

1   

1   

′  

2  
3   輩付：人級  透   
ヰ  平成18年庶    平成19年虎  平成20年度  平慮21年丘  平成22年丘  平戚23年t  平成24年度  平成25年廣  平成26年虔  

0  5  第1号禎保険者  0   0   ○   8   0   0   0   0  

8  65′｝6⊆〉競  0  
凹 田   

7  70′）74漉  0  

8  75～79虎  0  

一■  
9  男                                                                                                                 80′〉84競  0  

tO  85虎以上  0  

第2号被保険者  
（40～朗療）  

小計  ○   0   0   0   D   12  

13  第1号被保険者  0  0   D   0   ○   0   0   ロ   衰  

14  65′－69競  0  

頂  

15  70～74競  0  

16  75′－79厳  0  

17  女  0  

遥  

18  85競以＿上  D  
例 十   

第2号被保険者  
19  （40～64競〉  0  

十  

20  小吉十  0  0   0   0   ○   0   0   0   0  

21  第1号禎保険者  D  0   0   0   ○   山   0   0   8  

22  65ノ〉69競  0  0   0   ○   0   0   D   0   0  

23  70～74競  0  0   0   0   0   0   0   0   0  

2ヰ  

25  合計  

28  85歳  80′）   

2丁  

28  

被 ノー64  

2∈〉  

小計  

10月1日時点の数値）を推計し、性・年齢階級別に入力してください。   
＼                                                                                                                ⊇   塁旦． Ht    璽   性別に把握でき、な、A  ・・、     ムふu鵬lげ            ヽ－          ヽ■■   

コマンド  
力してください。  
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3．2．2要介護（支援）認定者数の推計  

3．2．2．1要介護（支援）認定率の推計（自然体）（「2＿2＿1＿①」「2＿2＿1＿②」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月の要介護（支   

援）認定率の実績を要介護（支援）度・性・年齢階級別に表示しています。第3期介   

護保険事業計画の計画値及び直近の実績を基に、都道府県における平成19～26年度の   

要介護（支援）認定率（各年度の10月1日時点の数値）（①男性②女性）を推計し、要   

介護（支援）度・性，年齢階級別に入力してください。  

級中 ●式1砂 ウールくp チ「タQ〉 サーンrりく妙 ヘルプく沙  ・－さ X  

雛⊥蛸止舶∴J」ヱ∴こ⊥1エ」1j山岨票‖1・」i聖霊1∴1、1・こ∩Ⅰ！上一別亨h”－嵐肌：・凧乱£景†崩忠：  
†三業し貫持喜3王者勤爪稚汁  

蓼つ「≡！烹樗）認定空げ推汗白票住l→b】  

書く色塗りした部分に、第3  

期介護保険事業計画の計画値  

及び直近の実績を基に、都道  

府県における平成19～26年  

度の要介護（支援）認定率（各  

年度の10月1日時点の数値）  

（①男性②女性）を推計し、  

要介護（支援）度・性・年齢  

階級別に入力してください。  

町
町
㌣
当
畑
町
隼
‥
‥
 
 

／2j〉ヱノ2」0／2＿11ノ脚シート用」lく  〉t  

一司ロー■  NUM 

固形膿蚊昭・ヰか斗シェイプW・＼ヽ□Qふ㍍軋ま法j㍍乱逆  

図7：要介護（支援）認定率の推計  
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（参考）要介護（支援）認定率の推移（全体）（「2＿2＿1＿①」「2＿2＿1＿②」シート）  

3．2．1及び3．2．2．2で入力した数値から、平成18～26年度の要介護（支援）認定者率   

の推計値（性別・全体）を表示しています。  

問モ「十1丁－ミ   ●＿鐸＃  

王MSPゴシック  ヱ．11丘  

E   ■偶II●  

tt    ■傭II暮  

鶉   ■傷I彙■  

3．2．1及び3．2．2．2で入力した数値から、平成18～26年虔  

の要介護（支援）認定者卒の推計値（性別・全体）を表示  

しています。  

■ 机‾  r吼肇御   地珊蟻通  
図8：要介護（支援）認定者率の推移  
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3．2．2．2要介護（支援）認定者数の推計（自然体）（「2＿2＿2＿①」「2＿2⊥2●②」「2＿2＿2＿③」  

シート）  

①入力部分（実績整理シート）及び3．2．1及び3．2．2．1で入力した数値から、平成18   

～26年度の要介護（支援）認定者数（自然体）の推計値（①合計②男性③女性）を要   

介護（支援）度・性・年齢階級別に表示しています。  

′樹 榊 暮珊 サールD ヂ」咽 加ン円く鯵 ヘルプW  ●＿さX  

MSPコソツタ ・11・1！′箪1霧霹靂表周％，望鰯。．焦眉㌧嘉∴旦▼▲・」  L虫Lふ⊥dノユリし買」払しよ曳」込ん▼Jiuづいご」∴腹案、：ん封まL；励姐巧％  
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ヒ」  D  0  0  0  0  0  0  0  D  0  0  0  0  0  0  
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5  0  ロ  D  0  0  0  0  
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○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
0  ○  0  0  ○  0  0  0  0  
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図9：要介護（支援）認定者数（自然体）の推計  
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3・2・3要介護（支援）認定者数の推計（介護予防後）（「2＿3」シート）  

′－■－■■■■■■■■●●－－－－－－■■■－■●■■■■■■－■●■■■一－●－●－－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

ヽ   

J＜数値の入力について＞        1  

1  ：要介護（支援）認定者数（介護予防後）については、「第3期介護保険事業計画  

：の計画値（様式2）」の数値を基に直近のデータを踏まえ数値を入力して下さい。  
l  

（手介護予防の実施  

（1） 高齢者人口（第1号被保険者数）  

3．2．1で入力した数値から、平成18～26年度の高齢者人口（第1号被保険者数）の   

推計値を表示しています。  

（2） 対高齢者人口割合  

第3期介護保険事業計画の計画値を基に、都道府県における平成18～26年度の高齢   

者人口に対する地域支援事業対象者（要支援・要介護状態に陥るおそれのある者）（各   

年度の10月1日時点の数値）の割合を推計し、入力してください。  

（3） 地域支援事業対象者  

（1）及び（2）で入力した数値から、平成18～26年度の地域支援対象者の推計値を   

表示しています。  

（4） 要支援及び要介護1の認定者数（自然体）  

3．2．2．2で入力した数値から、平成18～26年度の要支援及び要介護1の認定者数（自   

然体）の推計値を表示しています。  

（5） 要支援及び要介護1の認定者数（介護予防後）  

（6）（7）の効果を考慮して、平成18～26年度の要支援及び要介護1の認定者数（介   

護予防後）の推計値を表示しています。  

（6） 地域支援事業の効果  

第3期介護保険事業計画の計画値を基に、都道府県における平成18～25年度の地域   

支援事業の効果（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力してください。  

（7） 予防給付の効果  

第3期介護保険事業計画の計画値を基に、都道府県における平成18～25年度の予防   

給付の効果（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力してください。  

（8） 要介護2～5の認定者数（自然体）  

3．2．2．2で入力した数値から、平成18～26年度の要介護2～5の認定者数（自然体）   

の推計値を表示しています。  
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（9） 要介護2～5の認定者数（介護予防後）   

（7）の効果を考慮して、平成18～26年度の要介護2～5の認定者数（介護予防後）   
の推計値を表示しています。  

②要介護（支援）認定者数（介護予防後）   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月の要介護（支  

援）認定者数の実績を表示しています。第3期介護保険事業計画の計画値を基に、都  

道府県における平成19～26年度の要介護（支援）認定者数（介護予防後）の要介護（支  

援）度別の内訳人数（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力してください。そ   

の際、要介護（支援）度別の人数の合計値が、表示されている要介護（支援）認定者  

数（介護予防後）の合計値と一致するように推計してください。  

絢¢ ウール¢ データ咽 ウrン声り妙 ヘルプ哩   

三MSPコシック   ▼11▼L暮  り・∴・  

青く色塗りした部分  

に、第3期介護保険事  

業計画の計画値を基  

に、都道府県における  

平成18～26年鹿の高  

齢者人口に対する地  

域支援事業対象者・地  

域支援事業の効果・予  

防給付の効果（各年度  

の10月1日時点の数  

値）を推計し、入力し  

てください。  

■1＝■lu■寸11ハ■l■■ （■舶〉  

■1欄娼畑■介11の鼻走■れ l介1事■■〉  

注〉▲各■虎にわ什ち■■■人口に一走の■餌1して1いた鵬≠≠事纂め潜■■■．  
隙何の1脆に上り書貫≠ヌl一事骨欄1に止■，た曾め■．  

青く色塗りした部分に、第3期介護保険事業計画  

の計画値を基に、都道府県における平成19～26  

年度の要介護（支援）認定者数（介護予防後）の  

要介護（支援）度別の内訳人数（各年度の10月1  

日時点の数値）を推計し、入力してください。  ／1．2／1．3・う／1＿6＿¢ノ1β【②／1■6＿¢／2＿1ノ2＿2」①ノ2．2」◎／2jj①／  

図10：要介護（支援）認定者数の推計（介護予防後）  
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3・2・4施設・居住系サービス利用者数の将来推計（「2⊥4」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月の施設・居住   

系サービス利用者数の実績を要介護（支援）度別に表示しています。第3期介護保険   

事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、都道府県における平成19～26年度の施   

設・居住系サービス利用者数（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力してくだ  

さい。  

また、療養病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について   

見込んでください。  

】  ∈  l  F  1  8  】  H  【 l  【  J  †  K  I  L  I   H  I H l ロ I  

2．4糠染・t性系サーヒス利用書数の鞘東川‡十→（C）  
P・・・・－  

①鴬蛤・介il嘲りR■hヽ暴サードユ  

千血相書靡    ヤ虻い鋸■虞 l ヤ虻ほ0年■   ▼J■■l■り■ l ▼l■ tt■■ l ▼     J■t｝■■   l 年月2一年■ 】 平山拍年■ l 千d即事■  

■■◆lll●■  ○   8   0   0   ○   0  D  o  D  

恒事介止4・ヨ  ○   q   0   q   ○   ○  0  1    1  

打正男   
●■■ヰ●†寺や  

合汁   
りした部分に、第3  

O   o   o  0   ○  

■支■2  

■巾■1  

険事業計画の計画値  
事介■2  

事介■3  
の給付実績を基に、  

事JI■q  

事介■5   ○  における平成19～  
汁事カ   施投・介護専用居住  
●■■ヰ●†モ鶉  

舎i†   0   O   o  0   0   

ス利用者数（各年度  

■介王ll  日時点の数値）を推  

▼1†■J  

雷介■4  

事介■5   

介捷（支援）産別に  

台i†  

ください。療♯病床  

賽責欄陀  
蔓介事1  

保険施毅等への転換  

雷介■2  

介  
よる利用者数の増加  

ll  

■ 暮   見込んでください。  

匿  

図11：施設・居住系サービス利用者数の将来推計  

（参考）利用者数の入力の手順  

（1）第3期介護保険事業計画値及び直近の給付実績を基に「計画分」を入力します。  

計画分  
療養満床葦云換分  
合書十   0   0   0   ○   ○   ○  

要支援2  

要介憤1  

要介護2  

要介護3  

要介憧4  

要介護5   0   0   0   ○   ○   ○   0   0   ○   
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（2）「療養病床転換計画シート」を基に「療養病床転換分」を入力します。  

計画分  

要支援2  

要介護1  

要介護2                     ＝≡ ・、  
要介護4  

要介性5   0   0   0   ○   ○   ○   U   D   0   

（3）表示されている「合計」と一致するように、要介護度別の利用者数を入力します。「要   

介護5」の欄には「合計」と「要支援2」～「要介護4」の合計の差分が表示されます。  

3．2．5標準的居宅サービス等受給対象者数の推計（「2＿5－7」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の   

標準的居宅サービス等受給対象者数の実績を要介護（支援）度別に表示しています。   

また、3．2．3及び3．2．4で入力した数値から、平成19～23年度の標準的居宅サービス   

等受給対象者数の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  

3．2．6標準的居宅サービス等受給率の推計（「2＿5－7」シート）  

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の   

標準的居宅サービス等受給率の実績を要介護（支援）度別に表示しています。第3期   

介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、都道府県における平成19～23   

年度の標準的居宅サービス等受給率（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、要介護   

（支援）度別に入力してください。地域密着型サービスの増加による新たなサービス   

利用を見込むとともに、療養病床の入院患者が退院した場合の新たなサービス利用を  

見込んでしてください。  

3．2．7標準的居宅サービス等受給者数の推計（「2＿5－7」シート）  

3．2．5及び3．2．6で入力した数値から、平成18年10月及び直近月／平成19～23年度   

の標準的居宅サービス等受給者数の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  

－135－   



上  
〇  的居宅サービス等受給対象  

■  者数の推計値を要介株（支援）  

別に表示しています。  

く色塗りした部分に、都道  

府県における平成19～23年鹿  

lO      － 二 ニ  

tl   蓼介■4の±帽正  

積準的居宅サービス等受給  

22    一 二 二・  （各年度の10月1日時点の  
史4   2．71■狂的t毛サービス等±指■数の穐汁（■縫糸サーヒスを隙く．）→（E＝D＋8）   

量6  Htlハ0  己■近月  

変○  
数値）を推計し、要介棟（支援）  

0   0   ○  ○   ○  
2丁  0   0  ○  ○   ○  
I■  

度別に入力してください。  
0   0  ○  ○   ○  

●l  0   0  0  ○   q  

与○  0   0  ○  ○   ○  
寸l  0   ○  0  ○   q  

3蜜  0   0  ○  ○   ○  
口  ○   8  ○   8  ○  1I   

J◆  

向 3．2．5及び3．2．6で入力した数  
○   0  ○   0  ○  ○  

†I  0   0  

叩  
値から、平成19～23年度の横  

ll  

†l  

■○  準的居宅サービス等受給者数  
●l  

■2  

●8  

◆●  

の推計値を要介捷（支援）度別  
嘱  
ヰl  

●丁  
に表示しています。  

●l  

Hイ  

図12：標準的居宅サービス等受給対象者数の実績・推計  

／標準的居宅サービス等受給率の実績・推計／標準的居宅サービス等受給者数の推計  
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3．2．8必要サービス量の推計（「2＿8介護」「2＿8予防」シート）  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近 

等の各サービスの年間必要サービス量を下記の手順に従って推計してください。  

①サービス利用率の推計   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの利用率を要介護（支援）度別に表示しています。都道府県における平成  

19～23年度の各サービスの利用率（各年度の10月1日時点の数値）を推計し、入力して  

ください。地域密着型サービスについては、直近の給付実績だけでなく、各地域の政  

策的方向性も勘案して設定してください。また、療養病床から介護保険施設等への転  

換の影響による利用者数の増加について見込んでください。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用率の対前年度伸び  

率を表示しています。  

②利用者1人あたり回数の推計   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの利用者1人あたり回数を要介護（支援）度別に表示しています。都道府  

県における平成19～23年度の各サービスの利用者1人あたり回数（各年度の10月1日  

時点の数値）を推計し、入力してください。地域密着型サービスについては、直近の給  

付実績だけでなく、各地域の政策的方向性も勘案して設定してください。また、療養  

病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について見込んでくだ  

さい。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用者1人あたり回数  

の対前年度伸び率を表示しています。  

③サービス利用者数の推計  

（∋入力部分（実績整理シート）及び3．2．7で入力した数値から、平成18年10月及  

び直近月／平成19～23年度の各サービス利用者数の推計値を要介護（支援）度別に表  

示しています。  

④年間必要サービス量の推計   

「②利用者1人あたり回数の推計」及び「③サービス利用者数の推計」で入力した  

数値から、平成18年10月及び直近月／平成19～23年度の各サービスの年間必要サー  

ビス量の推計値を要介護（支援）度別に表示しています。  
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－ビスの利用者1人あたり回数（各  

）○  

山   
年度の10月1日時点の数値）を推計  
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図13：必要サービス量の推計  
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3．2．9サービス供給量■給付費の推計 （「291」「2＿9＿2」シート）  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の各サービスの年間サービス供給量及び年間給付費を下記の手順に従って推計して  

ください。  

①サービス供給量の推計   

3．2．8で入力した数値から、平成18～23年度の各サービスの年間サービス必要量を、  

サービス供給量を見込む際の参考値として表示しています。都道府県における平成18  

～23年度の各サービスの年間サービス供給量（各年度の10月1日時点の数値）の推計値  

を、地域密着型サービスの利用の増加等地域の実情を勘案して見込み、入力してくだ  

さい。  

②1回あたりの給付費   

①入力部分（実績整理シート）で入力した数値から、平成18年10月及び直近月の  

各サービスの1回あたりの給付費を要介護（支援）度別に表示しています。都道府県  

における平成19～23年度の各サービスの1回あたりの給付費（各年度の10月1日時点  

の数値）の推計値を、地域密着型サービスの利用の増加等地域の実情を勘案して見込み、  

入力してください。   

その際の参考値として平成18年10月から直近月のサービス利用者1人あたり回数  

の対前年度伸び率を表示しています。  

③年間給付章   

「①サービス供給量の推計」及び「②1回あたりの給付費」で入力した数値から、平  

成18～23年度の各サービスの年間給付費の推計値を要介護（支援）度別に表示してい  

ます。  
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丁  

○  

書く色塗りした部分に、都  

道府県における平成19年  

の1回あたり給付♯（各年  

鹿の10月1日時点の数値）  

を推計し、要介護（支援）  

入力してください。  

l  

図14：サービス供給量・給付費の推計  
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3．2．10標準的居宅サービス等／施設サービス量・給付章の推計（「2＿10」シート）  

3．2．8及び3．2．9で入力した数値から、平成18～23年度の標準的居宅サービス等／施   

設サービス量・給付費の推計値を表示しています。都道府県における平成18～23年度   

の「特定福祉用具販売」「小規模多機能型居宅介護」「住宅改修」「居宅療養管理指導」   

の年間給付費・利用者数（各年度の10月1日時点の数値）の推計値を入力してください。  

榊ノ ー戒噌 サ功¢ データW ウィンドウ邸 ～けく抄  彗ヨ【 ▼＿■ X  

MSPコ”ク ・11・事′鼠」■■秦題j慧％，妻。遥i雷電」】二心・▲・l  

！馳i腸メェ現せ1リ｝▼1！」旦」L1タ‘言  

ヽ  ■ ヽ            ■－             －＿      ヽ－ヽ              、  

i‾f≒ 王＝皇i▲・   諾己 ヨ♭打 ■ ≡‾蚤HH一  

宅改修」「居     理 」の 間 付・利用 （  

の10月1日 点の     苦 し、入力してくだ い。  

ヽ■  

図15：標準的居宅サービス等／施設サービス量・給付費の推計  
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3．2．11標準的介護予防サービス等サービス量・給付費の推計（「2＿11」シート）  

3．2．8及び3．2．9で入力した数値から、平成18～23年度の標準的介護予防サービス／   

サービス等サービス量・給付費の推計値を表示しています。都道府県における平成18   

～23年度の「特定介護予防福祉用具販売」「介護予防小規模多機能型居宅介護」「住宅   

改修」「介護予防居宅療養管理指導」の年間給付費・利用者数（各年度の10月1日時点   

の数値）の推計値を入力してください。  

う  

，磨  

範l應ふ血血ぷj組】‾  

図16：標準的介護予防サービス等サービス量・給付費の推計  
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3．2．10及び3．2．11で入力した数値から、平成18～23年度のサービス総給付費の推  

計値を表示しています。  

t相好 サー腫 デー相 加ンP）切 ～けW  1叫 ▼－■x  

MSPコシナク  ▼11▼【書｛且l■奪零遥l笥％！山霊乱凛軋＿＿・洩ニ▲Tl  

＼表紙／1」／1．2ノ1J〕づ／1」ヨβJl．6β／1＿6＿¢／2」ノ2＿2」①／2」2」◎ノ2ヱヱ①／2」2j◎／2ヱj⑳／2．3ノ2＿4ノ2＿5－7／2月介護／2β予防ノ2」）」ノ2且2ノ2」0＼乙迫ノ保険料シ十用」tく  

；禦E聖二＿▲ 

図17：平成19～23年度のサービス総給付費の推計  
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（参考）介護サービス見込み量ワークシート（短期ワークシート）の入力について   

介護サービス見込み量ワークシート（以下、短期ワークシート）では、①平成17年度に国に報告し  

た「第3期介護保険事業計画における介護給付等対象サービス見込み量報告書」（以下、第3期計画）、  

②介護保険事業状況報告月報、③介護給付費実態調査月報の数値を活用することが可能です。  

（1）第3期計画を活用可能な項目   

短期ワークシートの項目のうち、以下の項目については、第3期計画の報告様式と同一の項目となっ  

ているため、平成18年度～26年度の数値をそのまま転記できます。  

短期ワークシ  
短期ワークシートの項目名   

第3期計画  

ートの頁  の報告様式   

Pl   「1．1被保険者数の実績」   様式1   

P．4   「1．3 施設・居住系サービス利用者数の実績」   様式3   

P17   「2．1被保険者数の推計」   様式1   

「2．3 要介護（支援）認定者数の推計 ①介護予防   
P．23  様式2  

の実施」   

「2．3 要介護（支援）認定者数の推計 ②要介護（支   
P．23  

援）認定者数」   
様式2  

P24   「2．4 施設・居住系サービス利用者数の将来推計」   様式3   

「2．10 標準的居宅サービス等／施設サービス量・給   

付費の推計」のうち以下の項目  

・居宅療養管理指導（給付費及び人数）  
P．71  様式4  

・特定福祉用具販売（給付費及び人数）  

・小規模多機能型居宅介護（給付費及び人数）  

・住宅改修（給付費及び人数）   

「2．11標準的介護予防サービス等サービス量・給付   

費の推計」のうち以下の項目  

P72  
・介護予防居宅療養管理指導（給付費及び人数）  

様式4  
・特定介護予防福祉用具販売（給付費及び人数）  

・介護予防小規模多機能型居宅介護（給付費及び人数）  

・住宅改修（給付費及び人数）   

（注1）第3期計画を基に平成18年10月の実績も踏まえ、数値を入力してください。  
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（2）介護保険事業状況報告を活用することが可能である項目   

短期ワークシートの項目のうち、以下の項目については、介護保険事業状況報告（厚生労働省が実施  

している届出統計）から数値を転記することができます。  

第3期計画  
転記する統計の名司   

の報告様式  

介護保険事業状況報  
様式2  

月報（第2表）  

介護保険事業状況報  

月報（第3表）   

ト護（支援）認定  

軸勺居宅サービス  

巨績」   
シ ノートの項目名  

短期ワークシ  

ートの頁  
短期ワーク  

者数の実績」  

「1．5  

等受給者数の実  

（3）介護給付費実態調査を活用することが可能である項目   

短期ワークシートの項目のうち、以Fの項目については、介護給付費実態調査（厚生労働省が実施し  

ている届出統計）から数値を転記することができます。  

第3期計画  
転記する統計（   

の報告様式  

介護給付費実態言  

様式4  （閲覧表第1表  

及び葺   

介護給付費実態言  

様式4  （閲覧表第6表  

及び宣   

介護給付費実態云  

様式4  （閲覧表第1表  

及び盲   

7シートの項目名  

ト護給付・予防給付  

十－ビス利用者数」   

卜護給付・予防給付  

可数、日数等」   

ト護給付・予防給付  

合付費」   

短期ワークシートの項巨   

「1．6 介護給付・予防  

の実績 ①サービス利用∃   

「l．6 介護給付・予防  

の実績（∋回数、日数等」   短期ワークシ ートの頁    P．5         P9        P．13  「1．6  
介護給付・予≠  

の実績 ③給付費」  

（注2）介護給付費実態調査月報の第3表及び第4表は「費用」であることから、転記する際に数値を10分の9にする  

必要があります。  
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（保険料6段階設定用）  

【第4期】第1号被保険者の保険料推計シート  

（案）  

都道府県名  
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1． 居宅サービス／地域密着型サービス／施設サービス給付費の推計  
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2．介護予防サービス／地域密着型介護予防サービス給付費の推計  

②介護予防小規模多機能型居宅介護  

廃面吾  

③介護予防認知症対応型共同生活介護  

廃両者  

（3）住宅改修  

l給付費  

（4）介護予防支援  

l給付費  

予防給付費計（小計）→（Ⅱ）  円   円   円  

総給付費（合計）  

→（Ⅲ）＝（Ⅰ）＋（Ⅱ）  
円   円   円   
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3．所得段階別加入者数・基準額に対する割合  

4．財政安定化基金拠出率  

各都道府県で統一された数  
値になります。  

－ニ 

（参考）保険料の推計に要する係数  

第1号被保険者負担割合  

○後期高齢者加入割合補ヰ係数吟簑堕に係る係数（全国里塾1  

前期高齢者加入割合  

後期高齢者加入割合  

前期高齢者の要介護者等発生率  

後期高齢者の要介護者等発生率  

出 仁摩る係数（全国平均）  ○所得段階別加入割合補正係数の算   

第1段階  

第2段階  第3段階  

寸象審査支払手数料単価  
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第1号被保険者の保険料の推計  

1．標準給付費  
＋ －＿  

¶－、一一一一一一山   

‥埋草旦二亡二軍重要些塵  

空車重責泰二二［二二二二重垂  

総給付費 特定入所者介護サー  ビス費等給付飯  
高額介護サービス   費等給付観  
算定対象辛査支払手数料  

2．地域支援事業費  

地域支援事業費（B）  円
こ
町
．
円
．
 
 

、蓼車▼±1㊦険給付書見込緬l  対する割合  
・防事業費  介護予       「  

」二画二面軸車重享亘重責  
包   括的支援事業・任意事業費  上画：極右函套  ・  

3．第1号被保険者の保険料   

財政安定化基金拠出金見込額（」）  
財政安定化基金拠出率   0．00％  

財些睾星胆堅鍵  再   円        再  
ーーノー   

円   
準備基金の残高   ′■一一・一・一▲′   一一一 ／  

⊥⊥二ニニ／■  

円   
準備基金取崩額  ，′．  円   
書査支払手数料1件あたり単価   00円   00円  ．00円  
審査室払手数料支払件数   件  件  件      ／   
考査支払手数料差引額（K）   円   円           円  円   
高町村堕別給付費阜   円   円   円   円   
市町村相互財政安定化事業負担額   円   
市町村相互財政安定化事業交付額   一一一一一一【一■‾  円   保険料収納必要額（L）    二二二二＝ニニニ＝r  音や瀾   

※保険料Ⅰは、保険料収納必要額を「第1号被保険者負担分及び調整交付金相当額一調整交付金見込額＋財政安定化基金拠出金   
見込額」で算出される額とした場合の保険料です。  

※保険料Ⅱは、保険料収納必要額を「保険料Ⅰの保険料収納必要額＋国庫負担等の算定の対象とならない審査支払手数料額＋市町村   
特別給付費等十市町村相互安定化事業負担額一市町村相互安定化事業交付額」で算出される顎とした場合の保険料です。  

※保険料Ⅲは、保険料収納必要額を「保険料Ⅱの保険料収納必要額＋財政安定化基金償還金一準備基金取崩額」で算出される   
額とした場合の保険料であり、当該保険者の第1号被保険者の保険料の基準額です。  

4．第4期の第1号被保険者の保険料の基準額（月額）  

（参考）第3期→第4期の増減率  
（保険料の基準額）  

第3期の第1号被保険者の保険料の基準額（月額）  
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第1号被保険者の保険料推計シート  

記入要領（案）  
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1．基礎数値の入力方法…．‖‖……………………‖‖……………．．153  

1．1「1」シート……………………………………………………………153  

1．2「2」シート……………………………………………………………154  

1．3「3」シート‥                             ．．‖……‥．155  

（1）所得段階別加入者数・基準額に対する割合‥．                 ．‖．155  

（2）財政安定化基金拠出率．．                             ．155  

（3）審査支払手数料1件当たり単価……………………………………‥‖……155  

（4）（参考）保険料の推計に要する係数…………………………………………155  

2「保険料」シート……………．．‥‖………………………．‖…． 156  

（1）標準給付費．．                                   ．156  

（2）地域支援事業費‥                            ‖．．……‥156  

（3）第1号被保険者の保険料．．…………………．                ‖157  

－152－   



第1号被保険者の保険料推計シートは、都道府県が療養病床転換分を含めた介護保険のサービス  

量をもとに、第4期の老人福祉圏域ごとの第1号被保険者の保険料を仮推計するために使用するも  

のです。   

保険料推計シートは「表紙」「1」「2」「3」「保険料」の5シートから構成されています。   

「1」「2」「3」シートは、第1号被保険者の保険料推計に必要となる基礎数値を入力するためのシ  

ートです。   

「保険料」シートは、「1」「2」「3」シートで入力した基礎数値から、第1号被保険者の保険料を  

推計して表示します。  

1．基礎数値の入力方法  

1．1「1」シート   

居宅サービス／地域密着型サービス／施設サービス給付真の推計   

平成21～23年度について「居宅サービス」「地域密着型サービス」「住宅改修」「居宅介護支援」「施  

設サービス」の給付費を入力してください。   

なお、給付費は「介護サービス見込み量ワークシート」の「保険料シート用＿1」から転記するこ  

とができます。  

壁トファイル（E）綱纂くE）表示ぜ 挿入¢ 書式ゆ ツールqデータ㊥ ウィンドウ唖 ヘルプ魁）  

P37          声  
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1．2「2」シート   

介護予防サービス／地域密着型介護予防サービス給付費の推計   

平成21～23年度について「介護予防サービス」「地域密着型介護予防サービス」「住宅改修」「介  

護予防支援」の給付費を入力してください。   

なお、給付費は「介護サービス見込み量ワークシート」の「保険料シート用＿2」から転記するこ  

とができます。  

週弼ノr■＝ ノ∫タメ 

嘲ファイル壁〉 ■▲鑑〉 ≦腋荒qp＋州人中 暮式砂 ツール¢ データQ）ウインM㈲ ヘルプ勉）  

K45    ▼    β  

「介護サービス見込み量ワークシート」   

から転記することができます。   

甫  再  繭  

○軌剛ハ≒ノア＝㌢！ノ  

再  再  
戸汀  再 角  

●介ホ千■I奪文■鎗人」l義生活】↑ll  

「 
コ   

再   耐  南  
≡  

甫   酎   
◎ll千■    llト■■◆●tl！■モー、■  

；  円  官 繭  
【  

偏再 
【   

戸汀   再 繭  
F  円   円   円  
l  円 円 円  
【  臣  

【  
【  

（Ⅰ， 

ト   
臣   
F   E  

【   
F   L  

ド  ‖   日】  
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1．3「3」シート  

（1）所得段階別加入者数・基準額に対する割合   

平成21～23年度の平均の所得段階別加入者数を入力してください。なお、保険料率の弾力化の実  

施については考慮せずに、第6段階の基準所得額及び基準額に対する割合は既に入力してある数値  

を変更しないでください。  

（2）財政安定化基金拠出率   

財政安定化基金拠出率を入力してください。なお、第3期における標準の拠出率は0．1％（1000  

分の1）です。  

（3）審査支払手数料1件当たり単価   

都道府県国保連合会との契約で定められる、審査支払手数料の単価を入力してください。なお、国  

庫負担金の算定対象となる基準額（95 円）を超える額で都道府県国保連合会と契約する場合は、当  

該契約で定められる額を入力してください。  

（4）（参考）保険料の推計に要する係数   

保険料の推計にあたって必要となる諸係数については、第3期に設定された係数が仮置きしてあ  

ります。これらの数値については、設定してある数値を変更しないでください。  
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2「保険料」シート  

（1）標準給付費   

平成21～23年度について、「特定入所者介護サービス費等給付額」「高額介護サービス費等給付額」  

「審査支払手数料支払件数」を入力してください。   

「特定入所者介護サービス費等給付額」には、特定入所者介護サービス費、特例特定入所者介護サ  

ービス費、特定入所者介護予防サーービス費及び特例特定入所者介護予防サービス費による給付額を含  

めてください。   

「高額介護サービス費等給付額」には、高額介護サービス費及び高額介護予防サービス費による給  

（2）地域支援事業費   

平成21～23年度について、 「介護予防事業費」「包括的支援事業・任意事業費」を入力してくださ  

い。   

各年度の地域支援事業費は総給付費、特定入所者介護サービス費等給付額及び高額介護サービス費  

等給付額の合計に対して、以下の割合となるように仮に設定してください。  

3．0％以内  

介護予防事業   2．0％以内  

包括的支援事業＋任意事業   2．0％以内  

－156－   



（3）第1号被保険者の保険料   

平成21～23年度の第1号被保険者数について、前期高齢者・後期高齢者別に入力してください。  

また、平成21～23年度の平均の予定保険料収納率を入力してください。なお、第1号被保険者数の  

合計は「3」シートで入力した所得段階別加入者数の合計と一→致するようにしてください。   

財政安定化基金償還金、準備基金の残高、準備基金取崩額、市町村特別給付費等、市町村相互財政  

安定化事業負担額、市町村相互財政安定化事業交付額については、入力する必要はありません。   

上記（1）～（3）を入力すると、第1号被保険者の保険料が推計されます。保険料はⅠ～Ⅲの3種類が  

表示されていますが、今回は、保険料Ⅰ～Ⅲの額は一致します。保険料Ⅰ～Ⅲの定義は次の通りです。  
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【参考】  

※保険料1は、標準的な給付に要する費用から算出した保険料です。保険料収納必要額を「第1号被   

保険者負担分及び調整交付金合計相当額一調整交付金見込額＋財政安定化基金拠出金見込額」で算出   

しています。  

※保険料Ⅱは、標準的な給付と保険者独自の給付等に要する費用から算出した保険料です。保険料収   

納必要額を「保険料Ⅰの保険料収納必要額＋国庫負担等の算定の対象とならない審査支払手数料額＋   

市町村特別給付費等＋市町村相互安定化事業負担額一市町村相互安定化事業交付額」で算出します。  

※保険料Ⅲは、標準的な給付と保険者独自の給付等に要する費用に、第3期の財政状況を加味して算   

出した保険料です。保険料収納必要額を「保険料Ⅱの保険料収納必要額＋財政安定化基金償還金一   

準備基金取崩額」で算出します。  
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1．地域ケアモデルプランに取り組む背景   

高齢者の1専来推計人口（高矢口県）  
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 ②現段階では高齢化率は低いが将来的  

に高齢者のみの世帯が増加するなどニー  

ズの大幅な増加が見込まれる都市地域  
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国立社会保障・人口問題研究所データ  

人口統計資料集（2006年版）  

各年10月1日現在の推計人口（中位推計値）  

51．5％  53．5％  55．5％  57．5％  59．5％  61．5％  63．5％  65．5％  67．5％  

居宅サービス利用率   

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年 平成57年 平繭咋  
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2．地域ケアモデルプラン・地域ケア整備構想の策定スケジュール  
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第1回検討会（2006年11月7日）   

●モデルプラン策定の考え方   

●全体スケジュールについて   

●長期ワーウシートについて   

●圏域内の状況（人口、医療・介護資源 など）   
●今後の課題点と対応の方向性について   

第2回検討会（2006年12月22日）  
●サブ圏域の設定について   

●長期ワークシートのまとめ  

●中長期サービス基盤整備の方向と課題整理①   

（住まいのニーズ、医療二一ズ）  
●短期ウーウシートについて   

第3回検討会（2007年1月25日）  

（項目は予定）   

●短期ワtウシートのまとめ  

●短期のサービス基盤整備の方向と課題整理  

●中長期のサービス基盤整備の方向と課題整理②   

（まとめ）  

●療養病床再編計画の検討  

・転換意向とサービスニーズの調整  

・転換支援策の検討   

第4回検討会（2007．2月中旬日の週）  
●構想案のとりまとめ   

中間とりまとめ  

最終とりまとめ  

1  
・・●●■‾叫・ 
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地域ケア体制整備の基本方針  
地域の利用見込みの設定  
療養病床の転換  
各計画への反映  

幡多保健  
福祉声lの ：  

l構想策定  も 構想策定  

－◆●●●■■■●■ ● ●→●   

1  
高知県地域ケア整備雪攣想の取りまとめ  

；・地域ケア体制整備の方針  

；・各サービスの利用見込み  

；施設・住まい・在宅サービスなど  

；・療養病床の転換  

；転換プラン、相談体制、助成などの転換  
； 支援措置、財政への影響  
；・各計画への反映  
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※第4期介護保険事業支援計画は平成   
20年度中に策定  

至H20～H24宣  H20～H24・  璽H21－H23  
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静間苧卿軍で照野一喝珊㌻礪相聞珊甥野間  

3．高知県地域ケアモデルプラン検討会  
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備考※  

所  属   第3期介護保険  
氏  名    事業支援計画  

作成時の参加   
独立行政法人労働者健康福祉機構  
高知産業保健推進センター所長  大原 啓志   

学識経験者  （元高知大学医学部公衆衛生学教授）  
●  

高知大学教育学部  
（家政教育住居学）   

酉島 芳子  

高知県医師会 常任理事   田中 誠  

高知県医師会 常任理事   島本 政明  

高知県医師会 常任理事   寺田 茂雄   
保健医療  

●  

関係者  
高知県看護協会 会長   中村 ささみ   ●  

高知県リハビリテーション研究会 会長   宮本 寛   ○  

高知県老人保健施設協議会 会長   山本 恵子   ●   

高知県老人福祉施設連絡協議会 会長   北岡 義美   ●  
福祉関係者  

高知県社会福祉協議会 常務理事   上岡 義隆   ○   

認知症の人と家族の会高知県支部世言吉人代表  佐藤 政子   ●  
患者等利用者  

NPO法人地域福祉サポートあ・とむ代表   山下 香代子  

高知市（健康福祉部長）   堀川 俊一   ○  

市町村関係者          本山町（健康福祉課長）   曽我部 巧  

いの町（いの町立国民健康保険仁淀病院）  田村 正子  
（いの町立訪問看護ステーション所長）  

高知県地域ケアモデルプラン検討会設置要綱   

（目的）  

第1条 今後本格化する療養病床の再編成を踏まえ、本県では、その受け皿づくりを  
含めた、将来的な医療や介護のニー ズと社会資源の状況等に即した「地域ケア  
体制」の計画的な整備が求められている。  

本県の中央保健福祉圏における、「地域ケア体制」整備のための構想である  
「地域ケアモデルプラン」を策定するに当たり、関係機関等との連携を図りな  

がら、本県の課題を明らかにし、必要な事項を検討するため、「高知県地域ケ  
アモデルプラン検討会」を設置する。   

（業務）  

第2条本会は、地域ケアモデルプランの策定に関し、次の各号に掲げる事項につい  

て検討する。   
（1）地域ケアモデルプランの内容に関すること。   

（2）地域的な特色に応じた課題と対応方策の整理及び検討   
（3）策定過程で生ずる課題の整理と対応策の検討   

（4）療養病床の多い地域としての問題や課題等の国への提案   

（5）その他地域ケアモデ／レプランの策定に閲し必要な事項の検討に関すること。   

（構成）  

第3条 本会は、別表に掲げる者をもって構成し、知事が委嘱するものとする。   

（委員の任期）  

第4条 委員の任期は、平成19年3月31日までとし、委員が欠けた場合における  

補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。   

（会議）  

第5条 本会は健康福祉部長が招集する。   

（作業ワーキングチーム）  

第6条 本会に作業ワーキングチームを設置することができる。   

（庶務）  

第7条 本会の庶務は国保指導課において行う。   

（附則）   

この要綱は、平成18年10月2日から施行する。  

※第3期介護保険事業支援計画策定時にメンバーであった方は●   
第3期介護保険事業支援計画策定時に同じ所属から別の方が参加している場合は○   

3  
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4．高知県地域ケアモデルプラン検討体制  
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高知県地域ケアモデルプラン検討会  

外部委員15名  
事務局（県）への提言  

意
見
等
 
 

モデルプラン案の策定  事務局（国保指導課）   

報
告
・
 
 

プ
ラ
ン
提
示
 
 

・医療薬務課  医療計画（19年度中に策定）  

・高齢者福祉妄  介護保険事業支援計画（20年度中に策定）  

り課  健康増進計画（19年度中に策定）  

地域支え合い  
住宅企画課  住生活基本計画（住宅建設5カ年計画：18年度中に策定）  

※ 国保指導課  医療費適正化計画（19年度中に策定）   

中央東福祉保健所（管内市町村の支援）  

出先（県）     中央西福祉保健所（管内市町村の支援）   

高知市  高知市保健所   

作業ワーキング  

※ 医療費適正化プロジェクトチーム  

※ 国保指導課（医療費適正化チーム）  

○ 療養病床の再編  

○ 地域ケア整備構想  

○ 医療費適正化計画   ■  参
加
・
意
見
等
 
 

中央保健福祉圏域内   

15市町村  

他の福祉保健所   

（3カ所）  

4  
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5．療養病床の再編に係る取り組みについて  

番号  月 日   会議等の名称   内  容   対 暮 者  

4月18日  病院訪問   ●療養病床の実態等ヒアリング  

2   4月19日  病院訪問   ●療養病床の実態等ヒアリング  

3   5月23日  高知県保険医協会勉強会   ●療養病床再編成について講演   医療機関  

4   5月31日  厚生労働省への知事要望説朋   ●再織成に向けた県要望  

5   6月8日  医療費適正化プロジェワトチーム員会G   ●今後の進め方等   ●庁内各課  

6   6月9日  市町村新任財政担当者会   ●再編が市町村に与える影警等   ●市町村  

7   6月21日  県医師会への療兼病床実態請査説明   ●本県独自調査について説明   ●県医師会常任理事会  

8   6月22日  7月1日現在療養病床実簡調査表発送（7／10締め切り）  

7月7日  療養病床再編に係る市町村説明会   ●再編に向けた課鰯等   ●市町村  

10   7月12日  療養病床再編に係る国会議員及び国との勉強会   ●再編に向けた詳樋等   ●県選出国会議員、厚生労働省、国土交通省  

10  7月18～27日  療養病床実態調査結果ヒアリング   ●現状と再編に向けた課鰯   ●各医療機関  

7月27日  県議会文化厚生委員会（臨時）   ●療養病床再編こついて説明  

12   7月28日  地域ケアモデルプラン金粉（厚生労働省）   ●モデルプランの概要、長期推計について   ●モデル都道府県、厚生労働省ほか  

13   8月3日  医療費適正化プロジ工ワトチーム且会②   ●地域ケア整備構想について   ●庁内各課  

14   8月21日  医療費適正化プロジ工ウトチーム員会③   ●地域ケア整備構矧こついて   ●庁内各課  

15   8月31日  療養病床実態訊喜捨果発表（記者会見）  

16   9月1日  ホ知県医療審議会   ●療養病床実態調査結果について   医療審議会委員（医師会含む）  

●医療制度改革関連法の概要  中央西福祉保健所管内市町村  
17   9月7日  市町村保健福祉関係職員研♯会  

●療養病床実態調査臆果と今後の対応  

18   9月13日  療養病床実態劇僅偏果及び地域ケア整備構想策定に関する意見交換会  ；完売間者≡苛竿対応  安芸†亀祉憤耀戸什管内而P汀I可  

●僚養病床実態調査髄雇と今後の対応  中央東福祉保健所管内市町村  
19   9月13日  療養病床実態調査結果及び地域ケア整備構想策定に関する意見交換会   ●地域ケア軸構想の策定について  

20   9月13日  高知県医師会常任理事会   ●地域ケアモデルプランについて   県医師会常任理事  

●療養病原実態調査結果と今後の対応  幡多福祉保健所管内市町村  
9月14日  療養病床実態調査結果及び地域ケア整備構想策定に関する意見交換会   ●地域ケア整備構想の策定について  

●療養病床実態調査結果と今後の対応  須崎福祉保健所管内市町村  
22   9月15日  療養廟床実態調査結果及び地域ケア整備≠想策定に関する意見交換会   ●地域ケア整備♯想の策定について  

23   9月20日  高知県医師会♯任理事会   ●10月1日療養病床実態調査について   県医師全港任理事  

24   9月25日  10月1日現在療兼病床実態調査表発送（10／19締め切り）  

25   9月29日  地域ケアモデルフラン会議喜）（厚生労働省）   ●短期ワーウシートほか   ●モデル都道府県、厚生労働省ほか  

●地域ケア整備構想の策定について   協議会委員（医師会、看護協会、理学・作業療  26  10月25日  高知県地域リハピノテーション推進協議会  
法士会、県社協、市長会・町村会ほか）  

27  10月28日  シンポジウム「どうなる、どうする？高知の医療と介護」   
共産党主催の療養病床再編成に関するシンポジウム  
に健康福祉部長がパネラーとして出席   

28   11月1日  幡多地域保健福祉行政連絶会議   ●医療構造改革への対応（市町村の体制整備ほか）  管内市町村  

29   11月2日  地域ケアモデルプラン作業Wα‡）   ●モデルプランの策定について   ●県庁各課、福祉保健所  

30  11月7日  高知県地域ケアモデルプラン検討会①   ●モデルプランの策定について   ●外部の有識者・市町村  

31  ●療養病床の現状と地域ケア整備積層について  病院事務長（150名程度）  

32  ●モデルプランの策定について意見交換   中央福祉保健所管内市町村  

33  ●地域ケアモデルプランについて  

34  12月13日  地域ケアモデルプラン作業Wα三）   ●長期ワークシートについて   ●県庁各課、福祉保健所   
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H187  
居  地域密着  宅  介護3 設  

認知症  
対応型  

夜間  
居宅  
支援  

鼻）   
訪問  訪問  訪問  訪問リ ハビリ  居宅療  速所  適所 リハ ーl  短期 入所  短期 入所   

l（定  

員）   

香南市  『    田  四  匹  『  ロ  ロ  『  四  E  l  四    l    匹  田  四  匹   

香美市  ロ    四  匹  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  川0  

南国市  B    m  m  m  ロ  B  B  B  m  B  4  m    l    皿  

本山町  

大豊町  l  柑  

土佐町  巴  

大川村  

土佐市  巴  ロ  ロ  田  田  ロ  l  l  ロ  

春野町  巴  

いの町  た    匹  皿  匹  巳  【  ロ  ロ  

仁淀川町  6  【  B  ロ  田  ロ    6  B  

佐川町  ロ  

越知町  B  

日高村  ロ  

高知市  田  B  四  四  匹  田  田  ロ  田  田  田  匹  糾    ロ    匹  1．570   

計  匹  B  皿  匹  皿  1川  m  田  匝  匹  田  匹  皿    B    l196  l．928  l．296  2，32Z   

介性癖蕃聖医療施設   介性老人保健】恵投  介護老人寺冨祉施！受  
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7．施設・居住系サービスの要介護度別利用者数  

認知症対応型共同生活介護  
介護福祉施設サイ、ス  

0％ 8％  

特定施設入所者生活介護  

□要支援等  

■要介護1  

□要介護2  

口要介護3  

■要介護4  

日要介護5  

ロ要支援等  

■要介護1  

口要介護2  

ロ要介緩】  

■要介喜封  
口専介譜5  

ロ要支援等  

■要介護1  

口要介護2  

ロ要介護3  

■要介護4  

□要介護5  

32％  
30％  

介護療養施設サービス  介護保健施設サービス   

】D要支援料  

■要介護1  

ロ要介護2  

ロ要介護3  

●要介護4  

ロ専介貢誉5  

■要介護1  

田要介護2  

ロ要介護3  

■要介護4  

日要介護5  

平成18年4月審査分（単位：人）   

要支援等  要介護1  要介護2  要介護3  要介護4  要介護5   計   
、    ＼            ‘  ＼ ．  

認知症対応型共同生活介護  359   326   259   122   24   1，090   

特定施設入所者生活介護   53   93   47   17   5   3   218   

介護福祉施設サービス  161   189   387   592   574   1，903   

介護保健施設サービス  139   189   297   275   200   1，100   

介護療養施設サービス  44   74   285   569   1，163   2，135   

計   53   796   825   1，245   1，563   1，964   6，446  
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8．地域ケア整備構想に係る諸二一ズ及び供給の将来推計①  

都道府県  高知県   都道府県■区域を入力してください。   
区域   中央圏域  データ入力箇所  

力に係るコメント  

地域ケア整備に係る諸ニーズ及び供給の将来堆計（長期推計）  

《 推 計 例 》  

高知県中央圏域の場合  

【推計結果の概要】  

（単位：人程度）  

平成17  平成27  平成37  平成47  

（2005）   （2015）   （2025）   （2035）   

①人口及び高齢者数の見通し   
・高齢者数（65歳以上人口）   136，184  166，812  173，817  170，821  

（75歳以上人口）   68，786   83，942  102，846  105，807   

②要介護（支援）認定者数の見通し   
・要介護（支援）認定者数   25，205   33，880   38，752   44，332  

うち重度（要介護4～5）   6，390   9，278   10，638   12，515   
そのうち単独・夫婦のみ世帯   2，774   4，137   4，578   5，391   

③施設・居住系サービス（主に中重度用）のニーズ   
・ケースⅠ：地域ケアが相当程度進んだケース   6，446   7，156   6，581   6，490  
・ケースⅡ：地域ケアがある程度進んだケース   6，446   7，156   7，360   8，032   
・ケースⅢ：重度化シフトのみが生じたケース   6，446   7，156   8，139   9，573   
・参考」トス：現状のままのニーズが続いたケース   6，446   9，286   10，644   12，486   

碩）見守り等を要する者の見通し（ケースⅠの場合）   14，286   18，140   19，757   21，949   
⑤「在宅医療」利用延べ人数の見通し（ケースⅠの場合）   12，587   17，790   20，899   24，031   

（注1）様々な仮定をおいて作成したごく粗い推計であることに留意が必要。  
（注2）⑤は様々な在宅医療を利用する者の延べ人数であることに留意が必要。  
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9．地域ケア整備構想に係る諸ニーズ及び供給の将来推計②  
一h■▲1－L■－▲■■■】－】－．鵬－▲－■血▲－止血虚 ●－．上州■＿」－八・＿．い息■▲入む－■打、よ－－、J血．れ」■トー濾▲．血≠、′＿1．．．＿，．．。．．、－．＿＿⊥、血ト．トー▲∴．．1．＿．＿．－■．．．＿■  

都道府高知県  

区域 中央圏域   

1．人口及び高齢者数の見通し（続き）   

（2）世帯構造別介護保険被保険者数  

都道府県  高知県  

区域  中央圏域   

1．人口及び高齢者数の見通し   

（1）人口の推計  

総 数  

平成17年平成22年平成27年平成32年平成37年平成42年平成47年  

（2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）   

合計   計  331，637  338，771  350，976  358，590  361，184  357，283  351．639   

（65一再掲）  （136．184）  （148－401）  （166．812）  （173．7閑）  （173．817）  （171．77り  （170．82り   

40～64  195．453  1町370  柑4，164  184．8（旧  187．367  185．512  180．8柑   

65～69  33．364  37，812  47．154  38，891  34，055  33．261  33，359   

70～74  34．034  31，445  35，716  44，686  36，916  32，404  31，655   

75～79  29，877  30，490  28，312  32，254  40，592  33，615  29．508   

80～85  20，588  24，839  25．620  23，928  27．332  34，684  28．747   

85～  18．321  23．815  30．010  34．031  34．922  37．807  47．552   

単独世帯  計  50．897  55，656  59，517  62．214  64，121  65．350  66．135   

（65一再掲）  （27．416）  （30，383）  （33．864）  （35．744）  （36．608）  （37，33り  （38．136）   

40′・■64  23．481  25，273  25，653  26，469  27，513  28，018  27，999   

65～69  5，249  5，874  7，697  6，976  6，367  6，449  6，698   

70～74  6，548  5，984  6，551  8，299  7．343  6，702  6，789   

75～79  6，857  7，053  6．442  7，020  8．853  7，833  7．150   

80～85  5，352  6．499  6．675  6．086  6．564  8．278  7．324   

85～  3．4‖  4，972  6，498  7，363  7．481  8－068  10，175   

夫－のみ世一  計  75．240  76，750  76，206  73，946  70，963  71，327  71．002   

（65一再鴇）  （44】876）  （47，559）  （51．102）  （50．804）  （48．138）  （47．397）  （45．748）   

40～64  30，364  29，191  25．104  23．143  22．825  23．930  25．254   

65～69  12．006  12．653  14．907  11．606  9．591  9．302  9，205   

70～74  13．387  11，956  12，505  14，788  11，485  10，071  9，768   

75～79  11，246  11，582  10，373  10，868  12．968  10，582  9．279   

80～85  5，710  8．030  8．519  7．797  8．340  11．089  9，049   

85～  2，526  3．338  4．798  5．745  5．754  6．353  8，447   

その他せ帯  計  205．馳0  206，365  215，254  222，430  226，099  220，606  214，501   

（65一再掲）  （63．892）  （70，459）  （81】846）  （87，242）  （89．D70）  （87．042）  （86．937）   

40′・■64  141，608  135，906  133，408  135，188  137，029  133．564  127，565   

65■〉69  16，109  19，285  24，549  20，309  18．097  17，510  17，456   

70～74  14，098  13．505  16，660  21．599  18，087  15．631  15，098   

75～79  11，774  11．855  ＝，496  14．366  18．771  15．200  13，079   

80・〉85  9，526  10．310  10．426  10．045  12，428  15，317  12．374   

85～  12，384  15，505  18．714  20，923  21，687  23，385  28．930  

総 数  

年齢  平成17年平成22年平成27年平成32年平成37年平成42年平成47年  

（2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）   

総数   580，468 5引．992 5了8，773 570．631558．547 543，931529，276   

0～ 4   24，78123．84922，77721，28419，71718，53617，609   

5～ 9   25，07925，11424，14923，07121，55519．97618，779   

10～14   26，55825，53425，57024．58323，47621，92720，321   

15～19   29．10426，66025．48425，38224．30923，14021．613   

20・〉24   31．70026．97124．54123，30223．09122，07021．008   

25～29   37．48234．45629．44526，90225，61225，42624，303   

30′－34   40．80539．08436，02230，8192臥18626．83826，644   

35～39   33．32241．55339．80936，69831，41728．73527．361   

40一｝44   33．70333．68941．95840．18837，06331．72829，020   

45′・′49   34，91933，90933，89042．19240，40537．28231，915   

50～54   39，85634，84333，86533．87442，17240，39737．275   

55～59   48，25639，74134．74733．81633．86542，15040．358   

60～64   38，71g48，18839，70434，73033．86233，95542．250   

65～69   33，36437．81247．15438，89134，05533．26133，359   

70・～74   34．03431．44535，71644．68636，91632．40431，655   

75～79   29，87730，49028，31232．25440，59233，61529，508   

80～84   20，58824，83925．62023．92827，33234，68428．747   

85′・′   1832123．81530．01034．03134．92237．80747，552   
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議轡澗館無  

10．地域ケア整備構想に係る諸ニーズ及び供給の将来推計の流れ③  
ぷお旭日取出ヒ血t■・‘      －    、  ’■へ－   －   

【将来推計の姿（高知県全体）】  

1．人口の減少によるニーズ・供給総量の減少   

●H17 809千人⇒H47 680千人（▲15．6％）  
◆中長期・短期の医療■介護のニーズ  

を提示  

◆施設整備量等の見通し  

2．人口構造の変化に伴うニーズの内容の変化  
（D 高齢化の一層の進行  

・H17 25．3％⇒H47 34．7％（＋9．4ポイント）  

② 後期高齢者の大幅な増加  

・H17105千人⇒H47150千人＋45千人（＋42．9％）  

③ 高齢者単独世帯の増加  

・H17 41千人⇒H47 55千人＋14千人（＋34．1％）  

◆必要な地域ケア体制の整備  

◆中長期の地域のニーズや人口動態   

の変化に則した療養病床の再編成の   

検討   

【将来推計の姿（中央保健福祉圏）】  

1．人口の減少によるニーズ総量・供給総量の減少   
●H17 580千人⇒H47 529千人（▲8．8％）  

2．人口構造の変化に伴うニーズの内容の変化  

（D 高齢化の一層の進行  

・H17 23．5％⇒H47 32．3％（＋8．8ポイント）  

② 後期高齢者の大幅な増加  

・H17 69千人⇒H47106千人＋37千人（＋53．6％）  

③高齢者単独世帯の増加   

刊17 27千人⇒H47 38千人＋11千人（＋40．7％）  
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苧与フ）  よ佐屋  計（雲  
【P犬圏．！凱＿⊥－  山一L      ’ 血＿  

要介護認定者の施設・居住系サービス利用率を  

要介護4  要介護3  要介護1  

ケースⅠ  ～5  ～2  

単身・夫婦  その他  
H27   90％   50％   20％  

H37   80％   40％   10％  

H47   70％   30％   10％  

要介護3  要介護1  

単身・夫婦  その他  

ケースⅡ  要介護4        －5    ～2            H27  90％  50％  20％    H37  85％  45％  15％    H47  80％  40％  15％  

要介護4  要介護3  要介護1  

ケースⅢ  ～5  ・〉2  

単身・夫婦  その他  
H27   90％   50％   20％  

H37   90％   50％   20％  

H47   90％   50％   20％  

要介護   5   4   3   2   

H27   74％   66％   31％   14％  

H37   74％   66％   31％   14％  

H47   74％   66％   31％   14％  平成27  平成37  

の ニーズが続いたケース  －－－・・・・・一参考ケース：現状のまま   

「▲－ケースⅠ：地域ケアが相当すすんだケース  

ーう←ケースⅡ二地域ケアがある程度すすんだケース  
サケースⅢ：重度化シフトのみが生じたケース  

＋平成26年整備圭固定（介護計画での数値）  
ト平成26年整備率固定（介護計画数値を推計要介護2－5で率推計）  

一平成26年整備士固定（再編含む（医療区分1等病床））  
－平成26年整備率固定（再編含む（医療区分1等病床））  
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12．地域ケア整備構想に係る諸ニーズ及び供給の将来推計⑤  
▲  ▲＿■」．＿＿■＿．．．．．．．．．．．．■－、＿．▲■■■．、．一．＿．．．．－．．．＿＿．一■■一．ゝ．．＿＿．．＿．一山▲＿．一山■■■■＿・▲仙L＿ユ」J】山．■血＿Ju▲1」ご：＿山．．■．＿L＿＿■■■山ムーーr】、．．血－．＿▲＿ ・、Lゝ－「「二一iニ，．．．＿－、．＿‥一 －、＿、、＿∴．、．．．＿、．．・－ノ．、＿▲＿．r＿＿ ノ ～＿．．  

シートはありません  シ」・名r3（3）IJ  シート名「2（7）3（り（2月   

都道府県 高知県  
区域中央圏域   

2．要介護（支援）認定者款の見通し（続き）   

（7）要介護（支捷）認定者数の見遣し（補正後）＝（3）×（5）×（6）  

（人）  

（3）施設・居住系サービス（主に中重度用）需要の  

施設・居住系対応音数  
ケースⅠ地書ケアが相当程度進んだケー   

総 数  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平射7  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計  25，205  29．引6  33，880  36，711  38，752  札089  44．332   
要支援1  5，1g4  6．086  6，683  7，柑4  7．651  8，097  8，401   

要支援2  4」00  5．236  5．898  6．375  6．719  7．087  了．583   
要介護1  2，773  3．289  3，朗9  3．944  4，157  4，385  4，691   
要介護2  3，546  3、448  4，059  4．406  4，餌5  4，918  5，348   
要介護3  3，142  3．80l  4．313  4，694  4，銅3  5，270  5，794   
要介護4  2．967  3．775  4，363  り51  5，010  5．345  5．893   
専介護5  3．423  4．281  4．915  5．356  5．627  5．987  6，622   

軸鯖 計  5，2g7  6．627  7．568  8．092  t＝93  g．137  牲005   
要支援1  l，133  】．385  1，521  1，606  1．700  1，833  1．936   
要支援2    】，155  l．309  1．3gg  1．468  1．5了4  1．710   
要介護1              1．058   
要介護2          1．009  1．082  1，194   
要介護3        1．031  】，0了9  1．164  1，2g6   

要介護4  β柑      1．朗6  1．㈹4  1，柑】  】．320   
要介護5  匹  四  1．096  1．183  】．235  1．32g  】．4gl   

真書の舟せ一 計  6．081  7，lg2  8．O18  8．463  8，61g  9．235  9，剛   
要支援1  1，326  1，564  1．683  1．752  1．792  1，918  1．914   

要支援2  1，02g  1，28g  1．426  1，499  】．52  1．618  1．672   
要介護1      匹      1，∞  1，034   
要介護2    四  四  1，022  †湖  l，榊  †，偶   
要介護3        1，056  1，076  1．16  1，235   
要介護4  田  匹    】，053  1，076  l．162  1，237   
要介護5  田  田  1．083  1．155  l．174  †．2引  1．3叫   

その脚 計  13，826  略097  18，302  20，ほ5  21．糾  22．717  24．722   
要支援1  2．735  3．13了  3，47g  3，825  4，15g  4．347  4，552   
要支撲2  2，258  2．792  3．163  3，478  3．730  3．895  4，201   
要介護1  1．506  1．754  1，957  2，152  ヱ．388  2，410  2，599   

要介護2  1．952  】．862  2，198  2，422  2．595  2．了21  2．984   
要介護3  1．759  2．084  2，364  2．806  乙789  2．945  3．263   
要介護4  1．672  2．083  2，405  2，653  2，840  3．002  3，336   

要介護5  1．943  2，384  2，736  3，01g  3，2柑  3，397  3．了87  

○ 吾妻の見通し  （人）  

平成17  平成22  平成2了  平成32  平成37  平成42  平成47  

（2005）  （2010）  （20】5）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計計  
要支援1  

要支援2  

要介護1   要介護2          0  
要介護4  1．563  2．2了了  2，9砧  2，97台  乙872  2，808  乙7gO   
要介護5  1．g朗  2．6了8  3．329  3．345  3．214  3．13l  3．120   

：こ・ナー．  

要支捷1  

要支援2  

要介護1   

要介護2  1封  
柑2   

要介護4  

要介護5  四  ●●▲  田  1．006  四  四  1．0朝   
夫舶みせ●計  

要支捷1  

要支援2  

要介護1  

要介護2  

要介護3   

800  
丁叫        ■▲●  

そのセ世帯計   

要支援1   

要支援2   

要介護1  

要介護2  

要介護3  

要介護4    1．069  1．202  1，194  1，136  1，051  1，001   

要介護5  い15  1．280  1．368  1，358  1．288  l．18g  1．136   

0 青雲の見通し  （人）  

平成17  平成22  平成2了  平成32  平成37  平成42  平成47  

（2005）  （2010）  （20†5）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計  18．了5g  22．404  26，724  29．684  32，川  34，622  37，糾1   
要支援1  5，棚  6．086  6，683  7，184  7，砧1  8，097  8．401   
要支援2  3．88g  5．236  5，898  6．375  6，719  7，087  7，583   
要介護1  2．248  2．66丁  3，朗9  3．944  イ．157  りさ5  1日gl   
要介護2  2．721  2．糾6  4，059  4，406  4，朗5  4．9柑  5，348   

要介護3  1，897  2．668  3，450  3．990  4，449  り43  5．215   
要介護4  1．404  1．498  1，3g8  1，774  2．138  2．537  3．102   
専介護5  1．459  1．甜3  】．586  2．011  2．413  2．855  3．501   

単独せ帯 計  3．959  4．778  5，508  6．043  6．522  7．138  7．恥8   
婁支援1  1．121  1．385  1．521  1，柑6  1．了∞  1，833  1，936   
要支援2    1．155  1，309  1．399  1．468  1．574  1，710   
要介護1              1，858   
要介護2          ＝Og  1，082  1．194   
要介護3  3糾    田  匹    1，04了  1．167   

要介護4  

要介護5  四  田  m  四  四  四  朝7   
夫牡のみ世帯  計  4，581  5，264  5．g56  6．429  6，712  7，302  7．674   

要支援1  1．312  1，564  1．683  1．了52  1，792  1，g18  1，9川   

要支援2    1，289  1．426  1，499  1，521  1，818  1，672   
要介護1  匹    紬2        1，034   
要介護2  占甜      1，022  ＝淵  ＝冊  】，柑9   
要介護3  仰          1，045  1，川   
要介護4  

要介講5  匹  四  匹  四  同  田  四   
その他世帯 計  10，2柑  12，3引  15．25g  17，212  18，g38  20，183  2乙259   

要支援1  2，707  い37  3．47g  3，825  4，159  4，347  4，552   
要支援2  2，川  2，792  3．柑3  3，478  3，730  3，g95  j．却l   
要介護1  1．221  1，422  1．g57  2，152  乙30＄  2，410  2，599   
要介護2  1，498  1，429  2．198  2，ヰ～2  2，595  2．721  2，g84   

要介護3  1，062  1，463    2，2ほ  2，510    2．g37   
要介護4    1，013  1．202  1．459  1，704    2．335   
要介護5  匹  l．104  l．368  1．660  l．931  2．208  2．651  
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